
ワルシャワ日本人学校での国語実践

(1991年4月から1994年3月までの活動と実態を屯Dに)

今年は a996年) 5年ぶりのシ.パンコンクール

について日本でも次のように報道された。

『日本から約50人が応募し、ポーランド人と同じ23

人が予備審査に残った。そして、本選では、見事に

5位に入賞しナこ。』

ま九、11月21日付けの新聞には次のようなニュー

スが流れナこ。

『ノーベル平和賞受賞のワレサ氏を旧共産系のクワ

シニエフスキ氏が小差で敗り、ポーランド大統領に

初当選。』

これらの記事やテレビのニュースでポーランドが

報道される度、三年間すごしたポーランドでの生活

が思、いだされてくる。

これから紹介していくいくつかの実践は『自分が

住むことになったその士地や国、ここではポーラン

ドという国や文化・人々と自分自身や子供たちをか

かわらせようと考え、実践したこと』とまとめられ

るかもしれない。

もちろん、海外にある全ての日本人学校の児童・

生徒たちがこれから述べるような状況にあるわけで

もなく、現在のポーランドの日本人学校がその後と

のような状況に変化したのかも定かではない。しか

し、この当時、私や児童・生徒九ちが何を考え共に

歩もうとしたかは考えていただけると思、う。

東京法令出版の月刊国語教育Ⅱ月号に文部省初等

中等教育局教科調査官・相沢秀夫氏が国語教育界の

動向として、海外における国語教育や日本人学校な

どについて次のように述べている。

「現在国際化の進展に伴って、海外に長期滞在する

義務教育段階の子供の数は、平成6年度現在、約5

万人に達している。(中略)・ーそして、何年かの海

外での長期滞在の後に、日本に帰国する海外子女の

数は、平成5年度の場合で1万3千人に上る。こう

し九子供たちの課題は、日本に帰国し九時の進路や

進学の問題である。・一日本人学校は、国内の小学校

や中学校と同じょうな教育を行うことを目的とする

全日制の教育施設である。日本の学習指導要領に基

づき、日本から派遣された教員と現地採用の教員が

日本の教科書を使用し九教育を行っている。異国

地に国内の小学校や中学校がそのまま移ったという

寺本 学

感じのする教育機関である。ー・」(傍線筆者)

確かにワルシャワ日本人学校も、ポーランドとい

う国にはあるけれども、学校は日本以上に日本的で

あることを求められているように思われた。

しかし、本当にそれで良いのだろうかという思、い

が徐々に私の中に'、くらんでき九。

以下にこれから述べる実践のもとになった、ポー

ランドという国とワルシャワ日本人学校、そして、

そこに生活している子供たちについての概要や実態

を述べていく。

フライト言十画表(SAS/scandinavian Airlines)

私が赴任した1991年4月12日

都

TOKYO (Narita)

(via Anchora宮e)

市

COPENHAGEN

WARSAW

(まだ北回りのナこめ日本→アンカレッジ→コペンハー

ゲン→ワルシャワと約22時間の旅だっ九)

晴天の中に広がるワルシャワの街、しかし、まだ

まだ春というには遠い、灰色の街であった。倉庫の

ような旧オケンチェ国際空港につき、モスグリーン

の兵士(もちろん銃を持って構えた)の監視の中で

親子3人不安がつのったのを思い出す。

月

Apr.11

(Thu)

日 出発時間

Apr.12

(Fri)

21:30

06:45

便名

10:25

SK、980

11:40

SK・751

ポーランドの食料品店

ウンターの向こうに並ぶ商品を見る九めにはゞポー

ランド語を話せることが必要最低条件となる。私達

家族が最初に覚え九のは(これ「トー」いくら「イ

街に出ても、

店という店には

鉄格子がはめら

れ、重い鉄の扉

を開けて店に入

るのもためらわ

れ九。もちろん

自分の手で商品

を手に取って買

うことなどはネ呈

遠いことで、カ
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レ」見せて下さい「プロシェンポカザチ」はい

「タク」いいえ「ニエ」・・)だっナこと思う。

思えば、赴任1年目にはまだ買い物旅行という制

度が公にあり、隣国(ドイツやオーストリア)に衣

料、下着(いい綿製品が特に少なかっ九。そして、

私たちは日本から送った引っ越し荷物も盗難に遭っ

九のだが、なくなっていたものは、新しく買いそろ

えていた下着や衣料、特に子供のものは全てであっ

た)、食料を買いに行っ九。今でも、オーストリア

でさつまいもを見つけナこ時の感激と興奮は忘れない。

数年前には砂糖やトイレットペーパーなども買って

帰っていたそうだが、それもうなづける。

こういう生活の中で、私が第1に考えたのは、私

自身と共に、児童・生徒にもさまざまな形でポーラ

ンドとの出会いを計画していきたいということであっ

寺本 学

はじめに

人生の中の重要な3年間を過ごし九ワルシャワ。

1994年3月私は次のような言葉で、ワルシャワの人々

に別れを告げてき九。

語で話しかけています。

私は、この娘に勇気づけられることも多く、日本

と比較するのではなく、ポーランドを丸ごと受け入

れようとしている姿に感激しまし九。

学校では1年目には生まれて初めて小学生の担任

をさせてもらいました。 2年目には中学生の担任と

して8名の中学生とともに学校を支える力になれ九

ように思います。 3年間、やり足りない面も九くさ

んあったと思いますが、どうかお許し下さい。

赴任するまでは、はるかに遠い国だっ九ポーラン

ドで、私はたくさんのすばらしい方々と出会い、ポー

ランドを近くに感じ、好きなままで帰国することが

できます。この幸せな気持ちを、日本で、中学生た

ちに少しでも伝えていくことが、私の次の仕事だと

考えています。 3年間、ありがとぅございました。

さようなら。

(前半略)

私のポーランドでの3年間は 1歳と11か月で来た

娘に教えられることが多かったように思、います。娘

にとってお手伝いさんパニ.エバ(ミセス・エバ)

は、日本のおばあちゃんよりもつき合いが長くなり、

ポーランド語で意志を伝えあっています。まさに、

ポーランドのバブチャ(おばあちゃん)となりました。

また、ポーランドの幼稚園に通園し九娘にとって、

髪の毛や目の色が違うのは普通のこと。日本人だか

離任式でのあいさつ

上記のような私の気持ちを1人でも多くの日本の

人々に伝え、ま九、国際社会に向かって羽ば九いて

いく児童・生徒の教育に携わる先生方の参考になれ

ばと考えている。

そして、在外教育施設のひとつであるポーランド

のワルシャワ日本人学校における国語科としての実

践活動の紹介と、海外の子供たちが置かれている言

語環境と日本人の生き方について下記のような構想

で触れてみたいと考えている。
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ボーランドの幼稚園にて

3才児グループ給食風景

らとか、ポーランド人だからというこだわりなどあ

りません。他の国に旅行した時も、日本語を話さな

い人はすべてポーランド語で通じると思っているの

でしょう。遊園地で遊びながら一生懸命ポーラント

全体構想
1.在外教育施設とその児童・生徒について

1.ボーランド概要

2.ワルシャワ日本人学校の概要

3.ワルシャワ日本人学校の児童・生徒の言語環境

Ⅱ.在外教育施設のなかでの国語科実践

1.交歓会の場を借りて

2.ワルシャワタイムで子供を変える

3.朗詰・群読とクラッシック*ユーソック

4.ポーランド語に親しむために

5.書道による国際交流

Ⅲ.おわりに

以上のような構想の中に、ポーランドでの体験や

感想を交えながら述べていきたい。

遍

等ト
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瓶

1.在外教育施設とその児童・生徒について

1.ボーランド概要

皆さんは、ポーランドという国をどのくらいご存

じだろうか。

私は、恥ずかしながら、1991年に赴任するまで、

ポーランドという国や国民についてほとんど知らな

かった。そして、ポーランドについて調べようと思っ
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ても、日本においては、現在のポーランドに関する

情報や資料が実に少ないことに驚かされ九。だから、

ポーランド・ワルシャワと聞いて、私の頭にまず浮

かんだのは、「貧しい国民と行列する人々。物のな

い国。そして、マイナスの日が続く酷寒の地」とい

うことだっ九。生活への不安が頭をもたげ、本当に

3年間も生活していけるのか、健康は保てるのか、

家族はいっ九いどぅなるのだろうかと、悪い方へ悪

い方へと考えが広がっていくばかりだっ九。

ポーランドという国、ポーランド共和国は、ヨー

ロッパのほぼ中央にある。(しかし、日本人にとっ

てはなぜかこの事実は不自然な感じがするに違いな

い。)東には旧ソ連(ウクライナ、ベラルーシ、リ

トアニアなど)、西にはドイツ、南にはチェコスロ

バキア、北はバルト海に面した国である。そして、

東欧の中で一番大きな国士を持つ国でもある。その

国士は31万平方キロメートルで、日本の本州と北海

道を合わせたぐらいである。

ワルシャワ日本人学校での国語実践

草刈りのア

フ、ノフフフン

、叫、

日本人ならだい九い知っているこの歌は、実はポー

ランドの民謡である。この歌のポーランド語とその

直訳をあげておくので、比較してい九だきたい。

ーー'、一ι

仕事しに

フ、ノフフフノ
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Yプノー

(後略)

近くの湧水の出るポプシンの森にて

首都であるワルシャワ市でも、中央駅から20分~

30分車で行けば、雄大な自然の中に入っていける。

ポルスカ(平らな士地)の上に広々と広がる大きな

森、豊かな緑。特にワルシャワ市の北西にある国立

公園に指定されているカンピノスの森は有名で、何

キロにもわたって続くすばらしい森である。こうい

う豊かな自然を持つ国だからこそ生まれたのが、

『森へ行きましょう』なのだと思わせる。

2)ポーランドの持つ悲惨な歴史

ポーランドは14世紀から16世紀のヤギエオ王朝の

時に非常に栄えナこが、その後は衰退していく一方だっ

ナこ。そして、近隣のドイツ、ロシア、オーストリア

に国士を分割されつづけ、17鮖年には地図の上から

姿を消されてしまっ九。その後、1918年に再びポー

ランド国家が誕生するまで、ポーランドという国は

消滅してしまったのである。

ポーランドの国歌「ポーランドはいまだ滅びず/

われら生きるかぎり/外つ国の力に奪われしもの/

森へ行きましょう娘さんアハハ

鳥がなくアハハあの森へ フフフ

ぼくらは木を切る君たちはアハハ
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シュワジェビエチカドラセチカドジェロネゴハハーハ

緑の森へ行っていました

ジェロネゴドジェロネゴ ド ノ、ノ、^ノ、ノ、ノ、^ノ、

緑のところに

ナポトカワメシリベチカバルゾシュバルネゴハハーハ

力持ちの(かっこいい)狩人と出会いました

バルゾシュバルネゴハハーハノゞルゾシュバルネゴ

大変力持ちの

ン」一~

、、、、

(後略)フフーフフ

ポーランドという名は、ポルスカという言葉から

来ている。ポレ(POLE)、これは、「平らな士地、

平原」という意味である。私九ち家族は、水平線は

何度も見てい九が、行けども行けども山のない遥か

に続く地平線を見たのは初めてで、やはり、その雄

大さに驚き、異国に来ているという実感を持った。

しかし、その雄大な自然がポーランドにとっては、

プラスにもマイナスにもなっ九のである。

D 『森へ行きましょう』

この歌は、日本人学校のキャンプやポーランドの

学校との交歓会の時によく歌っ九。ま九、ポーラン

ドの生徒たちが学習発表会でポーランド語と日本語

で歌ってくれ九のも印象深く耳に残っている。
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われら剣玲てとり戻さん/(後略)」にはポーラン

ド民族の自由を求める心が歌われている。

平原であり、豊かな農地を持つポーランドは、侵

略されやすく、常にその国士は危険にさらされてき

た。だから、 1795年から1918年までの間、ほとんど

のポーランド人は二者択一を迫られてきた。ーつは

ドイッ化すること。もうーつは、ロシア化すること

だ。それは、言語においても宗教においてもそうで

あっ九。ドイツ語かロシア語か、プロテスタントか

ロシア正教か。

ここで、かのキュリー夫人の少女時代の逸話を思

い出す。

寺本

ロシア勢力下にあったため、ロシア語を使うよう

に強制されていナこ中で、学校では、ポーランド語の

教育をするのをやめなかっ九。しかし、ロシアの憲

兵が時には巡回にやって来る。ロシア語も良くでき

九少女マリーは、その度に機転をきかせ、先生の指

示に従ってロシア語を勉強しているように見せ九。

ロシアの憲兵は、それを見て安心して、帰っていっ

たという話である。

学

栄誉とともにあがめられている。

熱 僻、
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ワルシャワ市内聖体祭にてひざまずく人々

3)宗教と日常生活

山「'、とる木曜日」 1994年2月10日

ワルシャワ日本人学校聴講生カロリーナの作文より

N 、J

キ

島

゛

叉

凱

涛

N、

キュリー博物館にて

このように、ポーランドの国民は、国は消えても、

言語と宗教を捨てないで、心の中に常にポーランド

を抱き、民族の紳を保ち続けてきたのである。

現在でも、ポーランドの国民は90%がカトリ・,ク

で、宗教とともに国民の生活がある。世界中に知ら

れている゛黒い聖母"(黒いマドンナ)は、チェン

ストホバにある。ポーランドの聖母マリアとして崇

拝され、毎年8月には、徒歩でワルシャワから250

キロの道のりを祈ったり歌ったりしながら巡礼者が

集まってくる。

また、 1978年にポーランドのクラコフの大司教で

あったカロル・ポイチワが口ーマ教皇ヨハネ・パウ

02世に選出され、国民からはパパ様として最高の

、、'ノ゛ Y き";'J'ノ

1,,'稔墨4誕亀1今'、

4"

玉

洩争

^

渡ヨ
Q41蔀
、、琴主

今日は木曜日。この日をポーランド人は「'、とる

木曜日」と呼んでいます。

どうして、「'、とる」かというと昔、ポーランド人

は、イースター(復活祭)までの時に、肉とか甘い

ものを食べるのがいけませんでした。だから、イ

スターの約1か月前の木曜日を太る日としまし九。

その日に、いっぱい甘いものを食べようと決めまし

た。「'、とる木曜日」は、毎年、何月何日に当たるか

分かりませんが、だいたい 2月頃に当たります。

ポーランド人は今「'、とる木曜日」にポンチキ

(ポーランド風ドーナッツ)を食べることにしていま

す。ポンチキは甘く、いっぱい食べます。日本でも

似九日がありますか?
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囲別の訳では、「油の木曜日」。イースター(復活祭)と
いうキリストが復活する日まで、ぜいたくな食事をし

ない時期があり、その時期に入る前に、甘いものの食

べおさめの日がある。

②「クリスマスイブとクリスマス」
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ポーランドはカトリック

の国。国民の9割がカトリッ

ク信者で、日曜日には家族

そろって教会へでかける。

宗教が日常生活と共に息づ

いている国である。クリス

マスカードも非常に宗教色

の濃いものが郵便局や商店

で、普通にたくさん売られ

ている。

クリスマスは、キリスト

教文化圏の人々にとって最

大最高の祭りのーつで、救
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ワルシャワ日本人学校での国語実践

いて楽しい夜を過ごせるようにしているし、各家々世主キリストの誕生を祝うものである。だから、ク

リスマスにむけて11月末から街中がにぎゃかに活気でも、食卓には必ず1人分余分に皿とナイフ、フォー

ク、グラスを準備しておく。いつ誰が来てもいい様づいてくる。街中のネオンも明るく輝き街のあちこ

にということで、各家庭にもこの大切なクリスマスちで、ツリーや飾りが売られる。

を1人で過ごさせないための習慣が定着しているのまた、 12月6日はミコワイキ(ポーランドでは、

サンタクロースはシュフェント・ミコワイという) である。

4)人物によるポーランドの姿といってサンタクロースの名前の日である。

多分、ほとんどの皆さんが知っているポーランド
Grudzie6 (12") 人を紹介してみよう。

n冨"",■"' りん寓●

5

長●ヨ

12

6
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19
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(カレンダーに記された名前の日)

それを祝って、この日には子供達はプレゼントを

親からもらう。そのためにポーランドのおもちゃ屋

さんは1週間ぐらい行列が続き、また、幼稚園でも

小学校でもプレゼント(チ,コレートチ呈度)をもらっ

て帰ってくる。ホインカ(クリスマスッリー)は11

月末からあちこちで飾られ始め、各家々でも外から

も見える様に窓辺に飾られることが多い。もちろん

本物のもみの木もたくさん売られ、それに飾りつけ

をする家も多い。この樹の香りでクリスマスを感じ

る人も多いのである。ま九、プレゼントはこのクリ

スマスツリーの下に置いておく。

ワルシャワ日本人学校の生徒の作った短歌の中に

もクリスマスの様子を見ることができる。

●クリスマス街はキラキラ輝いてカトリックの国

福井洋介(6年)ポーランドにいる

●ホインカ(クリスマスツリー)を飾り輝く家々でサ

ンタを待って窓開ける子ブランカ(中学1年)

●バウバンカポーランド語の雪だるまにんじ

ブランカ(中学1年)んの鼻石炭の目

このクリスマスイブの日には、ポーランドの人々

は肉を一切食べない。その代わり豪華な12品目の料

理を作る。鯉料理、練料理、ピエロギ(ポーランド

風ギ,ーザ)、バルシチ(野菜煮込みスープ)、きの

こスープ、ビゴス q云統の野菜煮込み料理、キャベ

ツが中心)などが食卓に並べられるのである。

このイブの日、ポーランドでは 200万人の失業者

もいるし、年金で細々生活している独り暮らしのお

年寄りもたくさんいる。 1人っ.きりでクリスマスイ

ブを過ごさせない様に、教会はクリスマスの会を開
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①ピアノの詩人シ"パン。

現在も5年に一度、世界のピアニストが集まっ

てショパンコンクールがワルシャワで行われる。

1965年には中村紘子さんが第4位に入賞し、1985

年にはブーニンがグランプリ、1990年の前回のコ

ンクールでは3位に横山幸雄さん、 5位に高橋多

佳子さんが入賞した。この高橋多佳子さん。日本

人学校の音楽講師、下田先生の奥さんで、食事を

共にし、楽しいひとときを過ごしたのを思い出す。

②地動説をとい九コペルニクス。

31

25

'き

コペルニクス像一ワルシャワ市内

③放射能の研究で2つのノーベル賞(物理学賞と

化学賞)に輝いた、マリ キュリ.
0

④エスペラント語を考えたザメンホフ。

⑤現在の口ーマ法王、ヨハネI T孟τニコ゛、,岨三写τ=CO ,..胤、謝,曳00工"'蹴 1

戸M'壱 パウロ2世。みんながパパ様^^^」^.^^^^.

一」ゴ念、、'、゛"!"1ゞ゛春 と呼んでいる。
ニー註会11N、1、1愈9Σ司,'1'・・・・・、{・・,'・.、、 ⑥連帯でポーランドを自由化
、¥ゞ武 1心ぜ に導き、ノーベル平和賞にも

誇1"鄭 1",,11゛匡1,、三ジ1 !釜゛璽 輝いたワレサ元大統領。

⑦元首相ヤルゼルスキー、最,r..r ^'

近『ポーランドを生きる』が
ローマ法王

出版された。

⑧ 29か国の400万人が虐殺された、アウシュビッ

ツ(ポーランドではオシュフェンチェム)では、

アンネ・フランクが思い起こされる。映画「シン

ドラーのりスト」によって生々しく映像化された。

ポーランドでは、各地にこのような収容所跡が

残され、マイダネック収容所跡では、50万人が収

一警参気一感
1欝 蒐憩
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'

マイダネック収容所跡死者の灰

容され、 31万人が毒ガス「チクロンB」で殺され

た後が残されている。そこには巨大な石の彫刻

『受難の門』があり、そこから収容所には『死の

黒い道』が一直線に続いている。ま九、うずたか

く積まれ九死者の灰のそばには、『私たちの運命

はあなた九ちへの警告です。単なる話題ではあり

ません。』という言葉が刻まれている。コルチャッ

ク先生やコルべ神父も思い出されることだろう。

寺本

ザ熱舞熱為膨惑
亀龝二懇無難灘難

乢J、゛ J゛1゛^

^

学

せるとともに、国際社会において、信頼と尊敬を受

ける日本人としての基礎を養う。

(当時月180ドルの授業料を納めていた)

2.ワルシャワ日本人学校の概要

ポーランド、ワルシャワ日本人学校は、市の中心

部よりやや離れたモコトフ地区という閑静な環境の

中にある。偶然にも3年間過ごした私の住居もこの

モコトフ地区にあった。それも、学校まで歩いて 1

分。走って30秒ほどの近くにである。

校舎は民家であり、 3階建の上に地下もあるとい

う日本では考えられないほど広い民家であったが、

学校の校舎としてはそれでも不自由に思われるとこ

ろがたくさんあった。大変古い建物で、第2次大戦

でワルシャワがドイツによって破壊された中で、辛

うじて残ったものである。

a)名称

在ポーランド日本国大使館付属ワルシャワ日本人

学校(SZKOLA JAPONSKA W WARSZAW促)

②設置者並びに沿革

ワルシャワには昭和50年前後、商社やメーカーの

駐在員を中心に300人近い日本人がおり子女の教育

に父母は心を砕いていた。そこで、大使館、商社、

永住者等の有志の方々の努力によって「ワルシャワ

日本人会」を発足し、昭和53年4月20日に開校され

九。校舎はワルシャワ75番小学校の1部を借用して

いたが、59年9月に現在の校舎に移転した。

侶)学校設立の目的

日本国籍を有し、ポーランドに滞在する日本人学

齢子女に対して、日本国憲法・教育基本法を始めと

する教育諸法規に則り、文部省の学習指導要領に準

拠して編成された教育課程に基づいた教育を受けさ

1処'

竜当、N:"イC-

瓢1藩
'瓢無翻脚'
瓢諺剛,凱

溝

'

泌'
勢

讐

"f

§

在ポーランド日本国大使閣下を迎えての入学式

④日本人学校の学校経営の基本方針

①自己教育力

児童・生徒の1人1人が、主体的に課題を見いだ

し、基礎的な知識・技能を身につけ、自ら学ぶ意欲

「自己教育力」を育てる能力の育成。

②国際理解教育

現地社会の歴史と伝統文化の理解を深め、また日

本の歴史と文化を愛し、現地社会との交流を推進す

ることにより、よりいっそう現地社会理解を深め、

国際理解教育の充実を図る教育の推進。

③信頼と協力

家庭と学校との連携を密にし、相互理解と信頼を

深め、 1人1人の児童・生徒の願いを生かす教育の

推進。

⑤日本人学校の教育の特色

①ポーランドの現地の子女を聴講生として通学

させている。

②現地語であるポーランド語を週1時間全学年

必修としている。

③英会話も週1時間全学年必修としている。

④小学校・中学校併設の学校である。

⑤中学校はすべて単式授業であり、小学校も、

極力複式授業を押さえ単式化して学力向上を図っ

ている。(小学校も中学校も45分授業である。)

⑥完全週休2日の形でカリキュラムを組んでいる。

⑦朝8時15分から30分までをワルシャワタイム

として位置付け、独自の教育をしている。

⑥年間行事計画(平成5年度のもの)

特色のあるものだけ列挙しておく。

^

舗影等羅尋X学叉

、

疾武

5月、

6月

12月一・現地校との交歓会

小学校1年生から中学3年まで一緒のキャン

プ a泊宿泊研修)

現地の日本人会と合同運動会
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9月一・中学1年生から3年まで一緒の修学旅行

1
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ワルシャワ日本人学校での国語実践

ぎ

北ポーランドーマルボルク城にてー

一学習発表会(現地の劇場を借りて)

一水泳大会

スケート大会

Ⅱ月

1月

2月

、
f

以下に、ポーランド生活とワルシャワ日本人学校

の子供九ちの実態を考えてみる。

D 子供たちの生活の中にポーランド社会との触れ

郷

1 、f毛、

3.ワルシャワ日本人学校の児童・生徒の言語環境

1991年4月、ここワルシャワに赴任して驚いたこ

とはいくつかあったが、生徒のものの考え方・実態

に一番驚かされた。

私は、海外へ赴任するに当たって、何よりも海外

にある日本人学校というその特殊性から、現地の

(ここではポーランド、ワルシャワ市)と深く結び

つき、また、ポーランドの人々とも深く交流してい

るものと思い込んでいた。そして、ワルシャワ日本

人学校の中には、ハーフ(今後はダブルと呼び九い)

の児童・生徒が多いので、このような児童・生徒の

集団であれば、学校の中でもポーランド語が飛び交

い、子供たちは日本人、ポーランド人という枠を越

えて、気軽に声を力斗ナあっていると思ってい九。赴

任早々、その予想の甘さを実感することになった。

合いが極端に少ない。

ワルシャワは 165万人の生活するポーランドの首

都であり、日本と比べれば治安が悪い。現に私の家

も盗難にあったし、車を盗まれ九教員もいた。しか

し、西側諸国の首都と比較してみれぱ、西側諸国の

方がずっと治安が悪く、凶悪な犯罪も多いのである。

従って、子供たちの9割はタクシー通学であるが、

このタクシー通学はもともとは、交通の便の悪さと

人件費の安さから来たものであろうと思われる。

子供ナこちは学校の行きも帰りも自家用タクシーを

使っている。タクシーの運転手には前もって親がい

ろいろな指示をしているから、子供自身は全く話す

必要はない。子供たちは、ひと言δ、た言の言葉を交

わせば良い方で、 1日の中で唯一自分の意志で現地

の人を相手にポーランド語を話せるこの実践の場を

逃すと、その日 1日ポーランド語をひと言も話さな

かったということになってしまう。

新赴任者用タクシーカードの 1部

1.ドコント(どこへ)

ワルシャワでは、日本人の父親・ポーランド人の

母親という取り合わせがほとんどである。赴任して

から私も感じたのだけれども、何よりも美人の多い、

美人の国ポーランドを象徴する事実といえそうであ

る。全校生徒30名足らずのワルシャワ日本人学校の

なかで、 1年目には6組、 2年目・ 3年目には 4組

の国際結婚の夫婦の子供がいたのである。

また、ワルシャワ日本人学校では聴講生制度があ

り、現在は4人四3年度には6人)の児童を受け入

れている。聴講生は、両親ともポーランド人であり、

ポーランド人の親日性を表す事実の 1つといえそう

である。

行って)

プシイェハチ

(迎えに来て)

2)問題を残す派遣教員の現地社会への適応の仕方

悲しいことに、生活が日本と急変し、お手伝いさ

んや運転手さんまで雇うような生活をするようにな

ると、成金風を'、かせ、あたかも自分が偉くなった

かのように錯覚し、ポーランド人の大人を使用人と

して蔑視するような校長や教員までが現れる。

すると、当然、その子供がポーランドの人を軽蔑

し、また、日本の生活をいつまでも忘れられず不適

応を起こしたりもする。

ついには「私の子供にとってポーランドの日本人

学校は良くない学校である。」と、職員の意見も聞

く耳を持たず西側の中学校へ子供を送ってしまうよ

うな校長まで現れる。これでは、学校の教員がポー

ランド社会と交流を持つことなど不可能に近い状態

シコウィ

(学校へ)

ドム

(家へ)

スクレプ

(店へ)

ノゞンク

(銀行へ)

アンノゞサディ

(大使館へ)

ド
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となっていくことになる。

そんな状態の中で、学校の教育目標に国際交流や

現地理解を掲げてもむなしい気がする。

3)ポーランド語を話す必要性

私が赴任した91年の秋までは、西側並に自分の手

に取って品物を買える店は、私の知るかぎり2軒し

かなかった。 1軒は24時間スーパー「ミッシェルバ

トレー」、もう 1軒は士曜日・日曜日も開店している

「ソビエスキー」というスーパーであっナこ。しかし、

両方とも小さな店であ

りまた品物の種類も豊

富とは言えなかった。

だから、平日には必要

なものを買い物してお

くのが主婦の大切な仕

事であった。(1 つの

品物を求めて何軒かの

店を回って、やっと目

当ての品物を見つけた

喜びは日本では想像で

きないものである。)

寺本 学

ランド語だと「忙しいのに何をしゃべってんの!」

という感じで勝手に切られてしまう。だから、国際

電話をする時にはまず、覚悟を決めて、901~ 904の

番号を回し、交換手が出九ら、「フシャービムザズ

ボーニッチドヤポーニ」(日本へ電話したいので

すが)とまくしたて、日本の電話とポーランドの電

二舌を「ゼロシェデムオシェムオシェムドゥ

ヴァイエデンチテリシェデムジビンチゼ

ロ」「チテリオシェムチテリオシェムピエン

チオシェム」と早口言葉のように次々に言わなく

てはならなかっ九。これで運よく交換手に通じても、

一度受話器を置いて交換からの電話を待つことにな

る。これから約8時間、つながる時もあり、つなが

らない時もあり、 1日仕事であった。これも、 1992

年2月、ダイヤル自動化によりさよならすることが

できた。購唖、t希>岫'
叫瓢ン瓢如処'〆ペー
三艇無憲゛§越無・三、"鳥鷲纏幾

品物の少ないポーランドでは毎日の買い物は1日

仕事であった。生活していくために、母ネ見は大抵ポー

ランド語を話す必要に迫られ必死になって覚える。

反面子供九ちは自分で買い物をする機会もなく必要

もないからポーランド語を話さなくなる。そして、

それでも用は足りてしまうことになる。

その上、急激な速度で西側商品が入りだし、士曜

日にも開店する店が増え、 92年6月には「マクドナ

ルド」が、 93年8月には「ケンタ・,キーフライドチ

キン」が開店し九。勿論、自分の手に取って品物を

選べる店もあちこちに現れてきた。そのため、92年

度に赴任した母親たちからは、ポーランド語を覚え

る必要も薄れてきたのである。まして、子供九ちは

言 うまでもない。

バーコード社会と会話の必要性、そして、人と人

のかかわりについてあらためて考えさせられた。

4)ポーランドへの偏見①・一便利さになれナこ日本人

ツ'

鱸

、、

、裳共琴竺
直、会ヌ釜哉

">

会、七、
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脚

ιン

倉●ι鵬 ゞ

翁批

買ってきた水を整理

運転手さんの家族とのひととき

与"

藩

こういった生活を体験すると、ナこいていの日本人

は日本と比較して愚痴をこぼすようになる。そして、

それがそのまま子供たちの考え(日本がポーランド

より優れているという偏見)につながってしまうこ

とが多い。

5)ポーランドへの偏見②・一子供たちのポーランド

の印象

学校で一年目に子供たちにポーランドの印象を聞

くと、たいていは次の答の中に当てはまるし、プラ

ス面の答はまず返ってこなかっナこ。

「不便なところ」「トイレなどが汚いところ」「貧

しいところ」「物のないところ」「暗い感じのすると

ころ」ーーーなどあらゆるマイナスィメージの言葉が

口をついて飛び出してくる。児童・生徒自身が体験

しているところは少ないのだから、親の考えが子供

の口を借りて出ているに違いない。

6)ポーランドへの偏見③・ーポーランドをまるごと

便利さになれすぎ九日本人の一人として、私も妻

もこの国を訪れていろいろな不便さを感ぜずにはい

られなかった。

,ル.゛'誥'、冷,、
"闇,,'

'!'"耳幸、'>ヤ、、、ξ、

国際電話にはまいっ九。交換手を通じて日本へつ

ないでもらうわけだが、まず、何度ダイヤルを回し

ても交換手につながらない。10回なら早い方である。

やっと交換手が出たと思ったら片言のぎこちないポー

ーー゛

受け入れることの難しさ

自分自身を振り返ってみても、なかなかその国の

良いところを見つけられなかったような気がする。
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ワルシャワ日本人学校での国語実践

1年がすぎ、 2年目に入って、ポーランドの人と 物質的には豊かであり、便利な暮らしあることは

のつき合いが少し広がり、家庭に招待され始めてか 間違いのないところであろう。だから、表面的に不

らイメージが変わっ九ことが多いのであるから、仕便で物がないポーランドの暮らしは、日本人にとっ

方がないことかもしれない。 て耐えられない面もあるに違いない。だからといっ

衡

結婚式に招待されて

では、逆に、日本とはそんなにすぱらしい国なの

だろう力、日本人の心は本当に豊かであるといえる

のだろう力、

^

セ与

て、ポーランド人が心貧しいわけでもないし、その

感覚で海外に暮らしても何のプラスもない。

私は、ポーランドで生きる限りは、生徒と共にポー

ランドとの様々な出会いを工夫し九いと考えるよう

になっ九。ポーランドを受け入れるためには、子供

たちがポーランドとどのように出会っていくのかが

大変大きな問題であると考えたからである。

その出会いとは、『ポーランド語との出会い』で

あったり、『音楽との出会い』であったり、『人との

出会い』であったり、『ポーランドという国との出

会い』でもある。

そして、ここから私のワルシャワでの活動が出発

することになるのであっ九。
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Ⅱ.在外教育施設での実践活動

1.交歓会の場を借りてー・スピーチ(実践活動 1)

D はじめに

いかにしたらポーランド語を覚える必要感や場が

生み出せるの力、

悩みながら、あっという間に 1年目の夏は過ぎ、

2学期を迎えた。さて、平成3年度の第2回 a2月

実施)の現地校との交流の時期となった。今年から

205番小学校以外に330番小学校(両方ともポーラン

ドの現地校である)との交流会も持つことになっ九。

担当は私である。ちょうどクリスマスの時期であり、

現地のクリスマス行事を共に過ごそうというもので

あっナこ。

寺本

;,1

1.目的

ポーランドの現地校に行って学校生活を実際に

見学し、また、ポーランドの子供たちと日本の子

供たちが遊びを通して'、れ合うことによって、日

学

先日(もう1年以上前になりますが)、私は電話で

ワルシャワ大学の岡崎先生(ワルシャワ在住25年以

上)と話をしてから、疑問を持つようになりました。

この岡崎先生はポーランド人の奥さんと2人のお

子さんをお持ちです。ですから、子供は、アンナ・

東子・岡崎というように2つの国の名前を持ってい

るわけです。

その先生との電話で、私が「日本人学校の中で、

「ハーフ」の子供たちがいきいきと活躍できるような

学校にし九いと思っています。」と話し九時に、岡崎

先生は「私は、「ハーフ」(半分)でなく、「ダブル」

といっています。つまり、子供たちは、日本という

国や文化とポーランドという国や文化の両面を重ね

て持っている、持つことのできる子供たちだと考え

ています。そういう点では、ほかの子供たちの倍の

背景を持つと考えています。九だ、親としては、自

分たちは日本人として、また、ポーランド人として

生きてきたから、ダブルとして生きる子供たちの気

持ちゃ体験にどぅ対応していいのかは難しいところ

がありますがーーー。」とおっしゃっていましナこ。

この話を聞いた時、私は言葉の重さを感じ、その

ような気持ちを考えもしなかった自分が情けなくな

り、胸が痛みました。そして、日本人学校に来てい

る塚本クレオさんという子供を思、い浮かべました。

彼女は、日本では「外人!外人!」といじめられ、

ポーランドでは言葉が自由にしゃべれないためにつ

らい思いをし九そうです。あな九九ちは、この「ハー

フとダブル」という言葉、どう考えますか。

片,

^

.^、

嚇

^

@"
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205番小学校との交歓会の様子

205番小学校との第1回交流に私はあまり魅力を

感じなかった。それは、子供九ちの積極的な活動が

あまりにも少ないからであった。今回は、最初に330

番小学校に招待されていくのだが、初めて交流をす

る学校でもあり、また、330番小学校では英語教育

もかなり熱心であると聞いたので、次のように生徒

1人1人による英語とポーランド語のスピーチ場面
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を設定して、実際に言葉を話す必要感を持九せ、学

.

習していく場面を作ろうと考え九。

奄

そして、この時こそダブルの文化をもっている子

供たちを活躍させる時であると考えた。

囲ダブルの文化については、次の帰国後のスピー

チを参考にしていただきたい。

「ダブルと呼びたい」

ポーランドワルシャワ日本人学校の中には、毎年

4人から6人ぐらいのポーランドのお母さん、日本

人のお父さんを持つ子供たちがいます。あなたたち

は、こういう子たちを何と呼んでいますか?今年の

夏までは、私はこういう子供たちを「ハーフ」と呼

ぶのにまっナこく抵抗はなかったのですがーーー。

日本人学校の中には、毎年4~6人程度のダブル

の文化をもつ子供九ちが在籍している。しかし、ポー

ランドに対する偏見・蔑視から、ポーランドという

国と積極的に交流を持っていくことや、ポーランド

語を話すということに対して児童・生徒たちに価値

を感じさせるような場を、日本人学校の教育の中で

なかなカオ乍っていくことができにくかった。

今こそ、このダブルの文化をもつ子供たちが2つ

の国のかけ橋として活躍し認められる時だし、他の

子供たちもポーランド語との出会いを感じさせる時

ではないかと考えた。

2)330番小学校との交歓会実施要項
帰国後のスピーチから

330番小学校との交歓会について(案)

平成3年Ⅱ月22日
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本人としての誇りや自覚を持ち心と心の交流を図

り、国際親善に寄与する。

2.相手校 330番小学校

3.日時平成3年12月18日 0拘

4.当日の流れ

13:30 通訳一・ーー・・ベロニカ先生、生方先生

0330番小学校校長の挨拶

0生徒会活動の代表者の話

(委員会、購買、スポーツクラブ、アメリカ

ンスクール)

13:450ポーランドのクリスマスの過ごし方

14:100ポーランドの伝統的な劇と民族舞踊

14:30●ワルシャワ日本人学校から

①日本のクリスマスの過ごし方をスピーチ

する

②日本の年末や新年の過ごし方をスピーチ

する

14:400学校見学

15:00

《児童・生徒》

●ダンスによる交流会(自由にのびのびと)

《教員》

0日本とポーランドの教育を語る

15:25●お礼の言葉

ポーランド三吾一ー・イ氏'掌丕手で

ワルシャワ日本人学校での国語実践

3)現地職員からのスピーチ

ポーランドのクリスマス

ベロニカ・りフォフスカ

12月に入ったらいよいよクリスマスの雰囲気を感

じるようになります。お店はきれいに飾られ、家の

大掃除をしたり、買い物をして皆が忙しくなります。

やっと24日になると、家はぴかぴか。クリスマスツ

リー(生のもみの木)の飾りはキラキラして、台所

からケーキの匂いが広がっ九りしておごそかな祭り

の気持ちになります。

ポーランドの学校からのプログラム

PROGRAM SPOTK貞HIA W ONIU 18.×11.1991 90dz
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ポーランド旧市街のクリスマス

ポーランドのクリスマスは24日の夜から始まりま

す。家族が集まって、空に初めての星が出九時に食

事を始めます。古い伝統によると料理は12種類あり

ます。地方に寄って料理が違いますが、赤カブのスー

プ(バルシチ)とピエロギ(酸っぱいキャベツとき

のこが入った鮫子みたいなもの)を必ず食べます。

ヨーロッパの国では七面鳥を食べる習慣がありま

すが、ポーランド人は24日には肉を食べません。そ

の代わりに鯉や鰈などを色々に料理して食べます。

料理の数が多いので、ケーキを食べる前にちょっと

休憩をしてプレゼントをもらいます。(子供だけでな

く大人ももらいます。)

クリスマスは家族の大事な行事なので1人でさみ

しい人がいないように1人分の食器を余分に用意し

ます。

食事が終わってプレゼントを見て、皆楽しい気持

ちで真夜中の12時に教会へ行きます。お祈りをした

り、大きな声でクリスマスソングを歌ったりして、

キリストの誕生日を祝います。

25日は親戚を訪ねたり散歩をし九りしてゆっくり

過ごします。

(メリークリスマス)ヴェソウィフ
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4)スピーチの実例

日本人学校の児童・生徒、教員がしておくべき事

前準備として下記のスピーチを提案した。

1.児童のスピーチ(ポーランド語で)

・・・小学生3年~6年

●中学年、高学年の児童は、せめて1人1文程度ポー

ランド語で挨拶をしナこい。

<日本のクリスマス>

①こんにちは、今日はご招待頂きありがとぅ。

②私たちは、ワルシャワ日本人学校の 1年~中

学3年生です。

③日本のクリスマスについて、簡単にお話しま

す。

④日本ではクリスマスィブが楽しみです。

⑤その日にはおいしいケーキが食べられるから

です。

⑥また、夜にはサンタクロースがやって来ます。

⑦願い事をしておくと、かなえてもらえるので

す。

寺本 学

1.校長の話

2.生徒の紹介文

(司会・・・高橋ミチ)

①こんにちは、交歓会

にご招待いただきあり

がとうございます。

②私たち日本人学校の

生徒は、現在32名です。

③しかし、校庭が狭い

ので、のびのび遊べな

いのが悩みです。

④今日は、日本の子供

⑧ 日本の男の子たちは、ゲームの機械やソ今、

フトをお願いします。

⑨女の子たちは、お人形や、ぬいぐるみなどを

お願いします。

⑩次の日、目が覚めてみると、プレゼントが置

いてあります。

⑪枕元とか、大きな靴下の中とかにあります。

⑫町には大きなクリスマスッリーが飾られます、

⑬ジングルベルや赤鼻のトナカイなどの曲が流

れます。

⑭宗教と関係なく、楽しむ日といえるようです。

205番小学校
たちが良くするスポー

ツと、日本独特のスポーツを紹介します。

⑤日本人学校の中学生が、見本を見せますので

楽しんで下さい。

⑥まず、 1番目は、日本の子供たちに人気のあ

る野球です。

⑦日本のほとんどの中学校には、野球部があり

ます。

⑧子供たちは、放課後、部活動や、少年野球チー

ムに入って活動しています。

⑨高校生になると、全国から選ばれたチームが

甲子園という球場に集まって優勝を競います。

又

2.中学生のスピーチ(英語でのスピーチ)の 1部

①今日は、私九ちは、私たちは、日本のとても

大きな行事である、大晦日と正月について話し

ます。(省略)

⑤そして、神社に初詣をします。神様に「今年

1年健康でありますように」とか、みんなの願

いがかなうようにお願いをするのです。ま九、

この日には、「年賀状」といって普段会ったりで

きない遠くの友達などからも便りが届きます。

(省略)

魯

毒

5)205番小学校とのスポーツ交歓会スピーチ

205 番小学校との交歓会にっいて

平成4年6見12日

W1■却共・}^;ー、チ、

⑩道具として、バット・ボール・グローブ・キャッ

チャーミットなどを使います。

⑪では、 3人の中学生、平山・佐々木・原君に

キャッチポールをしてもらいます。

⑫ピッチャーの投げ方として、オーバースロー

サイドスロー、アンダースローなどがあります。

⑬次はサッカーです。サッカーはポーランドでも、

このノj学佼でも人気のあるスポーツでしょう。

日本人学校の中に、ポーランドの子供達心、
-1、

と一緒にグパ'ルディアで練習している生徒がい

ます。

スボーツ交歓会風景

⑭
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⑮矢沢君と樋口君に出てもらって、見本を見せ

ます。

① 205番小学校の中で自信のある人は一緒にやっ

て下さい。

②また、日本の小学校、中学校で必ず行われる

スポーツとして、バレーボール・バスケットボー

ル・マット運動・鉄棒・マラソン・幅跳び・高

飛びなどがあります。

③次に日本独特のスポーツをあげてみますと、

相撲・剣道・柔道・空手・合気道などがありま

す。

④今日は、その中で、相撲と合気道を少しだけ

紹介します。

⑤相撲は、日本の国のスポーツであり、歴史の

あるものです。

⑥かけ声として、 Rよっけよい」、「のこっ九」な

どといいます。

⑦では、平山・佐々木・原君にしてもらいます。

(ここで3人がマットの上にあがって相撲をす

る。)

⑧次は合気道です。これは、空手と違って人間

の関節を利用して自分の身を守る技です。

⑨では、佐々木・原君にしてもらいます。(ここ

でマットの上にあがって合気道をする。)

⑩これで紹介を終わります。

⑪この交歓会の終わりに、時間があれぱ、みん

なで縄跳びをしたいと思、います。何人跳べるか

競争しましょう。

ワルシャワ日本人学校での国語実践

6年樋口星太郎

初めての交歓会でしたが、結構楽しかったです。

ポーランド語でのあいさつも大きな声で言うことが

できました。「フカジュディプラディ ウシコレ

ヤポニイスティニェシックツヤベースポー

ル(日本のほとんどの中学校には野球部があります。)」

と言ったのですが、イスティニェと言う発音が難し

かったです。

フ)考察と反省

ポーランド語を暗記して話すという実践は、ポー

ランドの330番小学校の教員・生徒から、誠に大き

な拍手とほめ言葉をもらった。

そして、この交歓会をきっかけにして、92年度の

2 つの交歓会(「スポーツ交洲「日本食に'、れよう」)

でも、日本人学校の交歓会にはポーランド語での 1

人ひと言スピーチが欠かせないものとなり、定着し

つつある。それは、何度かスピーチ体験を重ねた児

童の感想には、現地の言葉で話すということについ

ての心の深まりが感じられるからである。

の児童・生徒の感想

5年福井洋介

5・6時間目に205番小学校に交歓会に出かけまし

た。体育館に入ると、もう、ポーランドの人たちが

待っていました。校長先生の挨拶が終わり、僕たち

が言う番になりました。僕の挨拶は、「ウチニ"ヴィ

エウスメイクラスィヴィストンピョンテラス

バフチェシェンドブジェ」です。プシェドバ

これは、「日本の中学生がこれから見本を見せますの

で楽しんで下さい。」という意味です。あいさつやス

ポーツをやって、僕が1番楽しみにしていた合気道

です。大喜君、佐々木君、坂元君、荻野君でやって

くれました。ものすごく、バタン、バタンとやって

いましナこ。「すごい、ぼくもできたらいいなあ」と思

いました。今日の交歓会は結構おもしろかったで

す。

詳.

匂゛喧'

無'{

6年横田光治

スピーチの入った交歓会は3回経験した。 1回目

は330番小学校のクリスマス会、 2 回目は205番小学

校のスポーツ会、 3回目は330番小学校との日本食会

でした。スピーチは一石二鳥である。まず、ポーラ

ンド人との交流を深め、また、自分でもポーラント

語を覚えられるからである。中にはあまり覚えてい

ない人もいるようだが、そのような人は、もっと頑

張ってほしい。(中略)我々がポーランド語を覚え、

1人1人がスピーチをすると、自分も参加している

んだなということを感じるし、相手にとっても自分

の国の言葉で話してくれれば、嬉しく感じていると

上旦う。

、

容

蝿
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6年樋口星太郎

330番小学校との交歓会は、ポーランド語で話し九

ので、「どうでした(ノイツォ)」「そして(イ)」

という会話らしい言葉も覚えたので良かったと思う。

普段はバスなどに乗って、ポーランドの人と話す機

会はあるんだけれども、英語を使っても話せるので

ポーランド語はめったに話さない。ポーランド語で

話して相手に伝えることによって、今、自分は交歓

会をしているんだなあと思うし、少し緊張感も出て

くるので、おたがいに相手の国の言葉を話そうと努

力していくことが大切だなあと思った。

寺本

日本人学校では、 9学年ともポーランド語を週1

時間学習している。しかし、今まではポーランド語

を話さなければならないという必要感と場を、学校

教育の中でなかなカオ乍れないでいた。また、ポーラ

ンドと日本のダブルの文化をもちながら、ポーラン

ドへの日本人の偏見から学校でも個性を発揮できな

かった子供ナこち(一般的にはハーフと呼ばれている)

も活躍する場が生まれてきた。 2つの文化のかけ橋

としての大きな役割である。

思いきって実践してみれば、感想にもあるように

生徒はそれなりの緊張感と充実感を持つ。そして、

少なくとも自分の担当した部分のポーランド語は、

当分心の中に残り、忘れないだろう。

また、日本人学校の児童・生徒の中で、 1番早く

あいさつを覚えたのは低学年だった。恥ずかしさも

なく、偏見もまだ凝り固まっていない子供たちであ

るからこそであろう。最低1人ひと言話す。それに

よって、その場に自己の存在感を感じ、異文化の中

で言葉が通じる喜びゃ楽しさも感じてほしかっナこ。

そして、何人かの生徒たちは手ごたえを感じてく

れたに違いないと私は確信している。

数回の実践で生徒の意識が根底から変えられるは

ずもなく、また、この活動九だ1つで生徒が変わっ、、

ていくはずもない。しかし、何もしていかないより

は、積極的に、そして、計画的に生徒を教師は育て

ていかなければならない。そして、何よりも、今自

分はポーランドで生活しているのだという実感を持っ

てほしい。

また、この実践も何回か繰り返していけばマンネ

リ化をまぬがれることはできない。しかし、ワルシャ

ワ日本人学校は小規模校である。その特質を良い方

にいかせば、 1人1人の教員の発想を生かし、それ

を全教員で大きく'、くらましていくことは可能であ

る。そのためには、全員が1つとなって活動してい

くことが必要であり、また、 1人1人のアイデアを

学

受け入れ実現していく努力が必要となってくる。

海外日本人学校では現地採用の先生がいないと誠

に情けない状況となる。電話1本、満足な応答もで

きないのである。この実践でも翻訳はすべて、ベロ

ニカ先生の手によるものであり、 91年の 9月末から

ウルシュラ先生に代わって勤めたので、初めの大仕

事となった。

葱Y

8)これからの交歓会への提案

1.生徒自身が計画し実行する雰囲気を作り、自分

たちの手で作る交歓会にする。

1)事前にアンケートをとって、日本についてど

んな印象を持っているかを知る。

2)日本人学校の教師や生徒がもっとポーランド

語で紹介する。

3)計画的に実践する。

4)授業の中で教科学習に組み合わせることがで

きるものがあれば実践していく。

2.具体的な案をたくさん持つこと。

D 内容

<例 1>・日本紹介

・日本国士の地球的な位置、気候や地理について

・日本の歴史

・日本の名所

・私たちの日本べスト10

・日本のお札と人物

・日本が世界に誇る人(男性編・女性編)

・今年(昨年)の日本のニュースビ、"グ10

・日本の昔話

・人気アニメキャラクターベスト10

・人気歌手、俳優、紹介

・日本のあいさつ言葉とポーランドのあいさつ言葉

・日本の夕食べスト10など

ぎ゛ば、1・剛↓、J、、→が^、

^、J^^^^^

、'略1載会強
'ξ、゛為ズ御

W趣
"●辻

"ゞ十、

ポーランドの子供たちの考える日本の姿

(富士山、着物(なぜか中国風)、桜、ビルー・)

,声竜、
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ワルシャワ日本人学校での国語実践

<例2>書道・茶道・剣道などの日本古来からの伝 て並べていきます。 1番初めにその靴が入り口に届

いた人が早く結婚する人となるわけです。統を生かした交歓会。

3番目。カップの下は?書道・一筆を持って自分で書く。
10個ぐらいのカップのし九にいろいろなものが入っ茶道・一中学生、高学年を中心に日本的なムード作

ています。その中からひとつを選ぶわけです。りをして、実際に抹茶を立てて'、るまう。
①十字架一・神父さんか尼さんになる。一生結婚は<例3>日本の古き遊びを生かした交歓会。

できない。
・けん玉・こま・紙風船・将棋・お手玉

②塩・ーあなナこには困難な生活が待っています。
・おはじき・ビー玉・めんこ・すごろく

③砂糖一・甘い生活がやって来ます。
・福笑い・相撲・鬼ごっこなど

④コイン・・・お金持ちになります。
<例4>日本の現代の遊びを生かした交歓会。

⑤指輪・ーすぐに結婚するでしょう。
・ゲームボーイ・スーパーファ ミファミコン

⑥布・一毎日泣いている生活になるでしょう。
・ミ'ニロ寸ミ'ツトコン.レコ

<例5>スポーツを生かしナこ交歓会。

.ビーチバレーポールバスケット

・ミニテニス・縄跳び

ポーランド紹介2

アンジェイキ(占いの日)

サ、、カー

覗

班矯

,'亀

轟ゞ゛4ぜ、'・触

、ン鎚'

心琴
占いの日りんごを使った占い

11月30日はポーランドの占いの日です。 93年12月

1日にはワルシャワ日本人学校も近くの205番小学校

から招待を受け、占いを共にすることになりました。

205番小学校の体育館の中で5つの占いを紹介しても

らいました。

順番に紹介してみましょう。

1番目。りんごを使っナこ占い。

まず、手に 1個のりんごを取ります。日本と同じ

様にナイフで皮をむいていきます。(面白いのは、ポー

ランドでも長く皮をむける人はよい奥さんになると

いうのだそうです。)皮が切れ九ところで、むいた皮

を手にもって頭上後方へ投げます。その落ちた皮の

形がアルファベットの何と言う字にイ以ているかで占

います。そこに好きな人の頭文字が出ていれば良い

のですが 0

2番目。誰が1番早く結婚できる力、

男女に別れて、履いている靴の片方を脱ぎます。

その靴が離れない様に立てに並べ、入り口に向かっ

ぶ

,., う

1,}
ーー

野球ジポー

.'゛

'¥畔

4W、

こ"、ー

4

ミ妙゛
り゛世等"型軸禽岩峡卦一'

゛点

占いの日カップの下は?

4番目。ろうそくを使った占い。

鍵を使います。ポーランドでは鍵は秘密の扉を開

けるもの。また、昔から金属は不思議な力を持ち、

鬼とか悪いものを追い払う力を持つと考えられてき

まし九。そのうえ形が十字架とも似ていますよね。

この鍵の穴からろうを流し込みます。すると下で

受けている水を張ったボールの中でろうが不思議な

形に固まってきます。これを影絵にしていろいろな

イメージで似ているものを想像するのです。

5番目。指輪を使っ九もの。

結婚指輪を借りて、糸でつるしカップの中に入れ

ます。しぱらくすると指輪は揺れ出してきてカップ

の縁と当九って音を出します。この音のし九数だけ

年を待つと結婚できるということです。

●辧'1山
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2. ワルシャワタイムで子供を変える

(実践活動2)

D はじめに

赴任して1年が過ぎょうとし九平成3年度の終わ

りから、来年度の日本人学校のあり方について真剣

に考えるようになった。私自身も、ワルシャワ日本

人学校の児童・生徒にもっと期待する面が多かった

し、小規模校としてもっと職員の発想を生かし、ワ

ルシャワにある日本人学校という特色を出し、保護

者にも職員が自信を持って誇れる学校作りがしたかっ

たからである。

ま九、我々派遣教員は3年期限である九め、平成

4年度には学校長を含めて3名が新しくなる。(派

遣教員が6名中3名が変わることになる)後に残っ

た3人の派遣教員を中心に来年度の学校すべての体

制を整えておかねばならない。何度も話し合い、我々

派遣教員が子供ナこちにもつ、「こうあってほしい」

という願いのかなうような、小規模校ならではの学

校作りのためのアイデアを出しあった。

日本と違って、この小規模校ワルシャワ日本人学

校なら、我々の夢を来年度は実行できるのではない

かという期待が大きく'K らんだ。

話し合いの結果、 3つの案が生まれようとしてい

た。 1つは、私の担当するこのワルシャワタイム、

2つ目は全校スポーツタイム、 3つ目が全校文化タ

イムであった。

寺本

ながりは、遊びを中心にしたものであり、学校の

中で学習を通じた仲間意識、向上意欲は生まれに

くい状態であった。

小学生も中学生もお互いに遊び仲間ではあるけ

れども、中学生が学校活動や小学生を指導し、リー

ダーシ',プを取るなんてことはほとんどない 1年

間であっ九。

また、中学部7、 8名と小学部20名程度の小規

模校でありながら、 1週間に 1度、火曜日の教師

主導による朝会しか全校が集まって活動する時間

が設定されていないので、全校生徒が1つになっ

て活動しているという実感はなかった。

私は中学年の担任だっ九が、授業は精一杯持っ

ているために、他学年の生徒の顔をほとんど見な

いで終わってしまう日が何日もあっナこ。この狭い

校舎の、少人数の学校の中でである。

教師も全体を把握しにくいし、 1人 1人がそれ

ぞれの持ち場で頑張ってはいるが、学校全体でい

つも活動しているのだという自覚が、職員にも生

徒にもなく、このままでは、受け身の生徒を増や

していくだけではないかと不安になってきた。

2)ワルシャワタイムへの発想

私がなぜこのワルシャワタイムを発想し、実現し

ようとし九かについては、次の生徒の実態と私の願

いがあったからである。(児童・生徒の実態につい

ては、別項で述べたがこのワルシャワタイムの目標

とに関わるものを述べておく。)

①私がこの学校に赴任した時、形だけは児童・生

徒会活動があっ九。小学校高学年と中学部を合わ

せても10数名しか

いないのだから、

泱まり切った月1

回の活動では、徐々

に形骸化していっ

て、児童・生徒の

個性を生かした活

動になるはずもな

かった。

従って、小学1

年生から中学3年

生の子供九ちのつ

②学力的にはあまり問題もないのだが、それぞれ

が小さな殻の中に閉じこもり、 a 日の学校生活の

中で、授業はいつも1人から3人ぐらいで受けて

いることが多いのだから、当然といえば当然)人

前で発表や活動することを極端に恥ずかしがる傾

向にある。

手間はかかるだろうが、教師が十分に事前指導

をして、児童・生徒に発表すべき内容を持九せ、

発表活動をしてよかったという満足感を与えてや

らなければならない。それが 1人 1人の自信につ

ながっていくはずである。

③この学校には余り規則がない、もちろん生徒手

帳もないし、それに明記される規律もない。従っ

て、自由でのびのびしているが、悪く言えば、そ

の場その場で適当に動いているともいえる。集団

で動くということが苦手だし、規律に鈍感である

ということになる。

ま九、特に中学生の精神年齢が幼児化してしま

い、学校のりーダーとしての自覚がない。それは、

中学3年生が小学校1・2年生と鬼ごっこを楽し

げにしている様や、雪合戦で小学生相手にむきに

なって雪をぶつけている姿を見れぱ良く分かる。

そのために、集団のまとめ方、集まり方等、基礎・さくらんぽとり
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基本となる力が欠ける傾向にある。

やはりこういう学校では、中学生が先頭にたっ

て学校の活動を実践している姿(司会、挨拶、発

表など)を見ることが、小学生を刺激し、まとまっ

た1つの集団へと育てていく力になるに違いない。

④この学校の児童生徒は、極端に発表力にかける

点が見られた。それは、各学年での授業の中で、

話し合いや意見交換ができない人数の学級がほと

んどであり、中学生にいたっては各学年1名とい

ワルシャワ日本人学校での国語実践

うのが現状である。

この子供たちに教

室の授業以外に人前

で発表する機会を増

やしていかなけれは

「話す・聞く」とい

うこれからの社会の

中で最も大切な言語

活動の場が、非常に

少ないまま終わって

しまう。

また、私は 1年目

ワルシャワタイム計画(案)平成4年4月

1.目標

①児童・生徒の自主性・リーダー性を養う

②全体の場で発表活動をすることによって、児

童・生徒に自信を持たせ、自立心を養う。

③集団活動の中での規律を身にっけさせる。

④教科での学習活動の発表の場として活用し、

児童・生徒の階舌す・聞く」力を育てる。

2.時間

.月曜日~金曜日朝8:30~ 8:45

3.場所一ーー講堂

4.並び方・朝礼の並び方

5.基本的な時間構成

・曜日変更はしないで、決められた曜日を自分た

ちの学年の時間と自覚させていく。

・司会は、 1学期は中学3年生。 2学期以降は中

学2年生と1年生が引き継いでいく。

ぎ

に井1料毛の担任であっ 中学年教室の風景

たが、学校全体での定期的な活動がないために教員

自体も他学年の生徒の話を聞く場もないし、'、れ

あいも少ないのであった。

小規模校だからこそ、毎日、全校生徒が一堂に

会し、おたがいの存在を確かめ、中学生のりート

によって他学年の学習の内容を聞き、話し方、聞

き方、挨拶の仕方、など見習っていくことができ

るのである。

1雛

剛

ず、

以上の実態と教師のねがいから、ワルシャワタイ

ムを特設し、下にあげた4つの力を育てようと考え

九のである。

①児童・生徒の自主性・リーダー性を養う。

轟

②全体の場で発表活動をすることによって、児童.
生徒に自信を持たせ、自立心を養う。

③集団活動の中での規律を身にっけさせる。
④教科での学習活動の発表の場として活用し、児

童・生徒に「話す・聞く」力を育てる

郡

3)ワルシャワタイム実施計画

以上のように生徒の実態から目標を設定して、ワ

ルシャワタイムと銘打った毎日の継続的な活動によっ

て生徒自身の成長を図ろうと思ったのである。

,J響無冬豊

ワルシャワタイムの雰囲気

6.生徒の動き

8:25・・ーー登校、荷物を学年ロッカーにおいて

講堂に集合。司会者の指示にし九がって、中学生

が全体を整列させる。

司会者は1番前で、全体を指導する。(横に教員

が寄り添って指導していく)

~ 8:30

チャイムとともに、教員は全員講堂に集合(教

員は、今日の出欠を確認する)

司会者は教員がそろったら、全員に号令をかけ

る。

゛

戴

月曜日一ーー学校朝礼一ーー校歌・校長の話

・今週の予定・行事について校長、西田

jkⅡ琵日一ーー中'}を4三タイムーーーモ宇オ丈、

水曜日一ーー低学年タイムーーー平野、増岡

オく"琵日一ーーヰコ'1皇左1三タイムーーー1多1甫、 1吉田
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金曜日

(司会と流れの例)

◇さわやかに、朝のあいさつをしましょう。

「おはようございます」

◇これから、ーーー・ーを始めます。

◇昨日の00さんの詩の朗読で、私は空の中に吸

い込まれていくような気がしました。

.今日はひとつだけ、こんなことに気をつけて聞き

ましょう。

~ 8:33

では、静かに座って下さい。

今日は、 00年の発表です。

高学生タイム 吉田、寺本

寺本 学

◇これで、今日のワルシャワタイムを終わります。

8:45

◇起立、礼、まわれ右

(中学生から退場)

読み方の工夫

1.1人読み

2.みんなで読む

避け九い

3.分担読み

一呼びかけを連想して

4.輪唱・・教材発掘

5.体を使って

6.楽器を利用して

フ.群読

・一台本が必要

゛t

4)児童・生徒の感想と教師の感想

(平成4年度学校便り5月号より)

朝8時20分、「キーンコンカーンコン」というチャ

イムの音が鳴り響きますと、子供たちは講堂に集ま

ります。 8時30分、ワルシャワタイムの始まりです。

ワルシャワタイムというのは、日本人学校の子供

たちに少しでも発表力をっけたいという意図で始め

たものです。司会は中学3年生。各学年の子供九ち

力却頂番に発表していきます。最初のうちは国語を中

心として、作文や詩の朗読をしています。慣れてき

たら、自分の意見や感想を発表できるようになれば

いいなと思っています。

今までに、各学年とも2回ほど発表しました。ど

の子も、回を重ねるごとに良くなってきています。

また、集団で素早く静かに行動することもできるよ

うになってきました。発表するときの子供たちの真

剣な目。それを見守る温かい眼差し。そういうもの

をこれからも大切にしていきたいと思っています。

1.しっかりしナこ声で

2.正しい発音で読む

3.ゆっくりしたテン

ポで読む

4.りズムのある読み

方ができる

゛゛巴^゛'

票キ

^

J

6年生樋口星太郎

ワルシャワタイムは、自分の考えや、自分の勉強

しナこことを他学年に発表できるとてもいい時間だと

思、う。 6年生は3人で協力した発表ができ九し、少

人数なのに良く頑張ったと思う。他学年の発表を聞

ワルシャワタイムの発表風景 5年生

~ 8:43

◇ありがとうございました。

私は、今日の詩を聞きながら、こんなことを感

じました。皆さんはどうでしたか?

◇明日は、低学年のワルシャワタイムです。期待

しています。

いていると、今こんな勉強をしているのかと分かっ

て、特に面白い。 5年生の「休み時間に何をします

か。」というインタビューは楽しかった。

ミ

^

"

゛脚

処御゛瓢誇、
鳥' J J ,↓^J

寡"避島'^1 式'、1'、.)舌L闇
脚匙÷"1贄

如器t"洩§瓢
^^

'="
.

盲知'

轟

亀帯i尋4 弥

音読
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ワルシャワタイムの発表風景 6年

6年生横田光治

今年は去年にはなかったワルシャワタイムがあっ

た。この企画は人前で話ができるように、話すこと
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になれ、また、人の話が良く聞けるようになるとい

うねらいででき九そうです。他学年の発表はとても

面白くて、特に上級生の作文の発表などはとても勉

強になって、お手本にできたので良かったと思う。

また、自分たちで発表するのは回を重ねるごとに慣

れてきて今では、もっとやったほうがいいなと思う。

下級生の発表も、前にこんなことも勉強したなあと

思、い出しながら聞けたので楽しかっ九。

去年と違って、毎日講堂に集まるので、休んだ人

がすぐ分かるし、おナこがいのコミュニケーシ. ンの

ワルシャワ日本人学校での国語実践

場があるので、他学年とも去年よりも仲良くなれた

と思う。このワルシャワタイムのおかげで人前で話

ができるようになったので、これからもこの学校で

続けてほしい。

(平成4年度学校便り6月号より)

月曜日のワルシャワタイムは、校歌・校長先生の

お話・今週の予定というのがひとつの流れになって

います。その校歌ですが、最初は無伴奏でした。

「伴奏もあるといいね。」と呼びかけてみると、中学

3年生の平山君が「メロディーだけでもいいんだっ

たら、やってもてもいいですよ。」という嬉しい申

し出をしてくれました。そして、初めて生徒による

伴奏付きの校歌が始まりました。それまでの校歌よ

りみんなの声が大きかったのをはっきり覚えていま

す。

それから中学2年生の樋口さん、中学1年生の矢

沢さん、高橋さんによるピアノ伴奏、そして中学全

員による合奏へと広がっていきました。その間約2

か月かかりましたが、少しずつみんなの気持ちも広

がっていったという感じです。今では、伴奏にみん

なの声が負けてしまいそうなぐらいです。今度は歌

の方でも中学部のすばらしい演奏に負けないように

頑張っていってほしいです。

別ぞ

六謬魯鯉4凾弓゛鄭全羨処 ιξ1'"ゞ噺二,心発,"モミ、1:'1金診多1亀玉^

二fに" 1
j・Xす1●、主

f ,予ぞ,二 4、 d 主",

『ワルシャワ』 佐々木渉(中3)

3年生になって新しく入ってきた事といえぱ、ワ

ルシャワタイムである。 3年は司会をやる事になり、

最初はちゃんとできるかどぅか心配だった。しかし、

今は 1日の習慣となって大分なじんできました。

ワルシャワタイムの発表風景中学生

^ノ、、

,

亜)ιXI.牙
当'ム

,,,、ー,凧

1膨1'レ逓ン,

『校歌』

私は毎週月曜日、ワルシャ

でも、大変な事もあります。それは、朝のあいさ

つです。初めは、天気の事を毎日同じ様に繰り返し

ていたので、色々な事を工夫しながら言うことにな

とミチさんと交替で「校歌」のピアノ伴奏をしてい

ます。初めのうちは平山君が1人でやっていてくれ

ました。そして今は、中学部みんながそれぞれ違う

りました。なので、ますます大変になりました。

今までワルシャワタイムでやって来て、みんなの

前で詩や作文などを読む事はとても良い事だと思い

ます。日本ではこのような事をする機会がないので、

これからもワルシャワタイムを続けていきたいと思

います。

楽器を持ち、にぎゃかにやっています。今は、清水

さんや荻野君も一緒にやっています。

毎週違う楽器を演奏するのですが、私はどの楽器

の音も大好きです。何だか校歌の歌詞とともに、ワ

矢澤

ワタイ

ルシャワ日本人学校独特のメロディーみ九いになっ

典子(中D

ムで美樹ちゃん

『詩の朗読一「タ焼け」』清水瑠沙香(中2)

私が聴講生として日本人学校に来九のは今年で2

回目だが、去年と比べて今年は色々とイベントが多

くなっているようだ。

毎朝、各学年が詩などを発表する「ワルシャワタ

イム」もその 1つで、私九ち中 2 がやったのは「タ

焼け」という詩だった。それまでにも何回か他の学

年の朗読を聞いてい九ので、だいたいどんなものか

見当がついていたが何か皆をハッとさせる新しい

もの"を取り入れようということで、 BGMを使う

て、とてもおもしろいです。これからも、もっと楽

しくやりたいと思います。みんなも、もっと大きく

元気な声で歌ってくれると嬉しいです。

ことにしナこ。

曲はサティから選び、先生と他の 2人とで真剣に

それぞれの読むパートを検討し九あと、 BGMと合

わせて練習しナこ。全部で2時間くらいしか時間がな

かったが、それでも本番では結構うまくでき九と思

つ。

詩の朗読など今まで1度もやったことがなかった

私には貴重な体験だった。教科書に載っている詩も

こんな'、うにしてやってみると、なかなかおもしろ、

いものだ。
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寺本

平山喬(中3)『今年の中学部』

今年の中学部は、今までの中学部と比べてかなり

変わったと思、います。ワルシャワタイムやキャンプ

中学3年によるワルシャワタイム

学

などを通じて、"中学部はみんなから頼れる人達"

②学習発表会にむけての群読

・「平家物語」、「おまつり」の練習

③インタビューをしょう(6年)(5年)

・「私の宝物」「今している遊び」

④スピーチに挑戦一・高学年以上

⑤司会の仕方を覚えよう・一中学生を中心に

⑥アナウンサーになって実況放送(6年)

「オゾン層についての説明文を記者になって紹介」

⑦言葉遊びを

・「詩のなぞなぞ・一題名当て」(5、 6年)

⑧研究発表・一日本人学校について

(行事べスト10、先生、生徒数の変化、古い先

生へのインタビュー)

という今までにない印象がとても強くなったと思、い

ます。

また、特に中学3年生の存在がとても強くなった

と思、います。しかし、それだけ 3年生の責任が重く

なり、大変になっ九のかもしれません。まだまだ中

学部は、先生たちから言われたとおりにやる受け身

の形なので、これからは、自分達から積極的に意見

を出すようになれば、もっと日本人学校が良くなっ

て行くと思います。

5)ワルシャワタイムの実践内容

1.国語科

①朗読と群読

<低学年>

教科書「あいうえお」私の作った詩の紹介

「新学期を迎えて」ω寸、 2)

<中学年>

教科書「シャボン玉」「みいつけた」(小3)

物語を読む、宝物をさがして(自作の物語紹介)

<高学年>

教科書冒頭の詩の暗唱と群読(上下巻)

「われは草なり」「馬で駆けれは'」「ガオー、,」

(小5)「自作の詩の紹介」(小 5、 6)「赤い実

はじけ九」(小6)短歌の暗唱と朗詠(小の

<中学部>

教科書「朝のりレー」「あの坂を上れぱ'」 a年)

「タ焼け」(2年一BGMつき)

「私を束ねないで」(3年)「星野富弘さんの紹

介」(3年)

ψJ、耕
叫弐

織'需
鵬魚沌
避'姦島驫

琴武趣、

難泌懲

校庭でのワルシャワタイムの発表風景

2.生活科 q氏学年)

・私の家族、ペープサート(3学期)

3.英語科

・英語の歌「ウィーアーザワールド」「イエス

タディ」「イマジン」

4.ポーランド語

・交歓会の準備を兼ねて1人ひと言のスピーチ

5.学校行事・活動から

① 1学期の初めにーーー全員の決意

②行事の後で キャンプについて

③みんなで校歌を歌おう

・ピアノ伴奏を生徒の手で。

・中学部オーケストラによる伴奏で

'劇、 エ{'、
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6)考察

試行錯誤の中で実施してき九が、1学期は計画的

に、実施案にそうように、曜日によって違う学年が

担当するという形をとろうとし九。しかし、実施し

ていく中で、ひとっの型となるまでにはずいぶん時

間がかかった。

そこで、2学期からは実施可能な学年や教科担当

者が相談しながら実施していくという方法を取るこ

とにし九。しかし、毎日の継続的な活動であるだけ
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に、どの教科や学年もできない場合も出て、結局は

私の担当していた高学年か中学部の国語で調節する

ことになっナこ。

しかし、当初から国語科の「話す・聞く」能力を

高めたいというねらいもあったので、苦しみの中に

も1年間を通して活動した中で得たものは大きかっ

九。それは、児童・生徒の感想にも表情にもはっき

りと現れていると思う。

ワルシャワタイムの時、私たちの番が来て、声が

出なかっ九らどうしょうかと色々なことを思、いなが

ら前に出ました。先生が、「5年生が『銀河』とい

う詩を覚えました。"どっちもいい名前だなあ"と

いうところをみんなで一緒に言って下さい。」と言い

ました。みんなが私たちの方を見ていたので、少し

恥ずかしくなりました。そして"どっちもいい名前

だなあ"と言うところになりました。「どっちも、どっ

ちも、どっちも、どっちもいい名前だなあ。」とみん

な私たちに負けないくらいの声で言いました。その

時少し元気が出てきて、いやなことを忘れました。

ワルシャワ日本人学校での国語実践

3番目は、今学期の最後の行事である交歓会の時

に発表する『一人ひとことのポーランド会話』をべ

ロニカ先生の指導で発表し九ことです。 1番大きな

声でしっかりできたのは、低学年のみんなでした。

2年の竹内さん、 4年の高橋君、 5年の沢井さん、

聴講生のカロリーナさんなどの手伝いもあって、本

番でも見事に発表できました。

とにかく、 1日に 1度全校生徒が顔を合わせて、

生徒の活動をしていくことは、教師のお説教の何倍

もの力を持っているように思います。

徐々にではあったが、生徒自身が自覚を持ち、い

きいきと活動し、聞く楽しさ、話すことのよろこび

や難しさなどを実感してくれているという手ごたえ

を私は感じた。

8)シレナ(日本人学校の『学校だより』)の中に

見られるワルシャワタイム。

文章は派遣教員が1順番に担当して書い九もので、

それぞれの教員の目から見た印象が分かります。

0シレナ(日本人学校の学校だより92年度版)12月

の中に見られるワルシャワタイム

(5年生の村尾有香さんの感想)

0シレナ(日本人学校の学校だより93年度版)の中

に見られるワルシャワタイム10月

9月のワルシャワタイムでは、「僕、私のポーラン

ド」をテーマに子供たちが発表しました。日本や他

の国々からポーランドにやって来て、ポーランドと

いう国やポーランドの人々に対して感じていること

を子供の視点からまとめたものでした。ポーランド

への転出を知らされた時の動揺、友人との別れ、初

めて降り立っ九薄暗いオケンチェ空港でのポーラン

ドという国への強烈な印象、そして、さまざまなポー

ランドの人々との出会い(嬉しかったこと、困った

こと etc -・)

今後一層の国際化の進展が予想される今日、ワル

シャワ日本人学校の子供たちは、ポーランドでのさ

まざまな体験を通しながら21世紀を担う国際人とし

て育っているのだなと感じさせられまし九。

中学生の司会で始まり、 1週間の初めは全員で気

持ちょく校歌を歌います。校歌を中学生が合奏した

こともあります。また、制定前の古い校歌の歌詞で

歌ったりもしました。

12月のワルシャワタイムの特色は、 3 つぁります。

第1は、スピーチです。高学年から始め九、 3分

間スピーチは全学年に広がり、今終わりの会でも各

学年部で工夫しながらスピーチに取り組んでいます。

2つめは、研究発表を取り入れたことです。これ

も6年生の活躍です。「日本人学校ができてからの行

事べスト10」「生徒数の変化」「派遣教員の出身地別

グラフ」「生方先生、下田先生へのインタビュー」国

語の時間に調べたことを立派に、そしてユニークに

発表しました。

その他のシレナの中から

9月平成4年度

2学期ワルシャワタイムについて

2学期も、講堂に毎朝みんなが一堂に顔をそろえ

てあいさつをすることから、 1日が始まります。も

う、すっかり習慣となってきました。人前に出て何

かをするということは、それなりの緊張感を子供達

に与えます。 1学期のワルシャワタイムでの収穫は、

1人1人が自信を持ち始めたことかも知れません。

今でも、ベロニカ先生の指導で、小学2年生が発表

した英語の発音の良さが印象に残ります。

さて、 2学期のワルシャワタイムでは、大きな課

題がひとつぁります。それは、学習発表会で、毎朝

の活動を保護者の方に見ていただこうということで

す。

1人1人の声がいきいきと響き、また、みんなの

声がひとつになって聞こえるように、これから練習

していこうと思います。
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11月平成4年度
1学期からのワルシャワタイムのまとめの発表の

場としても大きな意味のあった"学習発表会"が終

わりました。大きな行事を終えて、Ⅱ月のワルシャ

ワタイムでは、自分の思っていることを自分の言葉

で話すという"スピーチ"に挑戦することになりま

した。上級学年を中心に、まだ始めたばかりですが

4月からの学習の積み重ねがあっ九からでしょう力、

また、学習発表会の成功が自信になったからでしょ

うか、これまでのスピーチでは、学習発表会のこと

や昨日のできごと、自分が感じたこと、学習したこ

となどを堂々と話してくれました。

1学期からのワルシャワタイムを振り返ってみる

と、各学年、それぞれの楽しい発表がありました。

印象に残って、もう1度聞きたいという発表も多く

なってきました。 12月には、そのような発表を"ア

ンコールタイム"で、もう 1度聞くことができそう

です。

寺本 学

ます。

3学期になって、中学生が考えてくれた言葉クィ

ズも飛び出したりして、全員で楽しめる大切な時問

になっているように思います。

2月平成5年度

最近、特にハッとすることがあります。当初は、

興味や好奇心の眼差しで発表を聞いていた子供九ち

が、今はそれだけでなく一心に「発表する人を励ま

し聞こう!」としていることに気づいたからです。

例えば、聴講生のお友達の初めての日本語の発表の

後の子供たちの反応と拍手は、とてもすがすがしい

ものでした。そして、今、自分の気持ちを言葉で伝

えることの難しさ大切さも感じています。温かい心

と心のキャ、,チボールを、新しい毎日の朝に、みん

なで積み重ねていきたいと思います。

3月平成5年度

今年度の活動を振り返って

今年のワルシャワタイムで昨年度と1番大きく変

わったところは「今日のバースデー」があっ九こと

ではないでしょうか。自分の生まれ九時のことを本

人から発表してもらい、みんなからの「ハッピイバー

スデー」の歌のプレゼント、そして、長瀬先生手作

りの力ードを渡します。

1月平成4年度

いまワルシャワタイムでは6年生によるインタビュー

をしています。インタビューの内容は、「あなたの

宝物は何ですか。」です。先週5年生と中学部への

インタビューが終わりました。

子供たちの答は「先生からの手紙です。」「ポーラ

ンドに来る時に、日本の友達にもらった寄せ書きで

す。」「サッカーの試合のメダルです。」「旅行でいっ

た先の写真屋パンフレットです。」「今集めていると

ころです。」等々ー・・・・。実際に、宝物を持ってきて

くれた子もいました。

理由を聞いていると、それぞれの宝物の中には、

自分の思い出とか夢とかがたくさん詰まっているの

が良く分かります。子供九ちには、今までの宝物を

大切にしながら、このワルシャワ日本人学校でも、

たくさんの新しい宝物を見つけていってほしいと思

います。

2月平成4年度

この頃のワルシャワタイムでは、詩や作文の発表

が行われています。

作文では、このシレナに掲載されている、中学部

の思、い出のアルバムを見ながらの発表があったり、

小学3、 4年生の「4年1組ものがたり」や「宝物

をさがしに」のように続きを聞くのが楽しみになる

ような発表もありましナこ。

詩の発表では、少ないながらも個性豊かな子供た

ちの思いがあ'、れてくるようです。中には、ここで

の暮らしの中からしか作ることができないような詩

もありまし九。他の学年の発表を聞くのはいつも新

鮮で、次の発表を心待ちにしているという声も聞き

、、
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低学年の発表風景

生まれた時の様子の話をみんなが真剣に聞いてい

る顔、みんなの歌声、祝われている本人の照れ臭そ

うな、それでいて嬉しそうな顔、どれもが心温まる

ものです。みんなそれぞれが大切に育てられてきた

ということを感じる瞬間でもあり、自分自身でも気

づく瞬間であっ九ような気がします。大げさかもし

れませんが「命の大切さ」を「今日のバースデー」

で感じていてくれていたらとても嬉しいです。

小学校1年生から中学校3年生まで年齢差は大き

いのですが、みんなが一堂に集まり、その中で集団

としての影響を与え合える子のワルシャワタイムを

大切にしていきたいと思っています。
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3.朗読・群読とクラッシックミュージック

(実践活動3)

1)はじめに

ポーランドに赴任が決まったときから、私の頭の

中には1つの夢がうず巻いてい九。

今も権威あるコンクールとして名高い「シ.パン

コンクール」が開催される街、ワルシャワ。

シ,パンの国へ赴任するからには、何とかシ"パ

ンや音楽と結びついた国語学習ができないものだろ

うかとひそ力斗こ考えていた。

ワルシャワ日本人学校での国語実践

「枕草子」「平家物語」ーーーこの掛け離れたものをい

力丸こして結びつければ良いのだろうか。

信)学習発表会という場

ワルシャワ日本人学校の年間行事の中でも、外部

に開かれ九最大の学校行事として毎年Ⅱ月初旬に学

習発表会が位置付けられている。

IZ

ショパンの像の前での音楽会

異国の地、それも日本とポーランドという遠く離

れた2つの国ではあるが、国語学習の中でひとつに

結びつけることはできないものだろうか。そして、

それはそのまま、子供たちと国際理解について考え

る材料となっていくものとなるのではないかとも考

えた。

.^

2)学習へのいざないと私の思考

a)ワルシャワタイムとのかかわり

92年4月から始めたワルシャワタイムは、 1学期

を過ぎると、毎日の全校学習活動として定着してき

た。児童・生徒も、少しずつ発表することへの不安

も消え、声を出す楽しさを感じつつぁるように思え

た。(この実践については別稿「ワルシャワタイム」

参照)この生徒たちの力をもっと生きた場面で生か

すことはできないだろうか。

②学習の中でポーランドと日本をひとつにする

日本を離れて、ワルシャワにいるからこそできる

学習。それは、ワルシャワ日本人学校の大きな特色

と考えて良いだろう。もし、地理的には遠く離れて

いる日本とポーランドという2つの国を学習の中で

ひとつにすることができるならば、こんなにすてき

なことはないと私は考えた。

非常にポーランド的なもの、音楽の国・シ"パン

の国。また、大変日本的なもの、古典「源氏物語」

1
欝

学習発表会兵頭大使閣下ご夫妻を迎えて

この発表会には、毎年交流しているポーランドの

205番小学校や330番小学校も招待する。また、大使

館からは、毎年、大使御夫妻にも来てい九だいてい

る。観客の中に、ポーランドと日本がある。この場

で生徒九ちの力を見てもらいたいと考えた。

3)「朗読・群読」にむかって

(1)群読「平家物語」の学習意義

そこで、ワルシャワタイムが根づいてき九年の学

習発表会では、毎日の活動で培ってきたことの総仕

上げとして、日本の代表的な古典の1つ「平家物語」

の群読と、クラッシ、"ク音楽を結びつけた学習を創

造しょうと試みた。

もちろん私にとっても初めての経験であり、うま

く学習として成立するかどぅかには不安もあったが

①ポーランドで日本の古典を取り上げて小学生

から中学生までが群読することによって、古典

に親しむことができる。

②「平家物語」は、盲目の琵琶法師によって語

り継がれた語りの文学であり、音読・朗読に適

している。

③「平家物語」を群読することによって、和文

と書き下し文を1つにしナこ『和漢混交文』のり

ズムを体に感じることができる。

④音楽と朗読を合体させることによって、「聞

きながら話す力」・「話ながら聞く力」を育てる

ことができる。

⑤古典の内容を細かくはっかめないポーランド

の人達にも、音楽の力を借りて、,情景を想像さ

'ー
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せたり、内容を伝えることができる。

⑥源氏と平氏という2つの対立するものを、舞

台の上で『白』と『紅』の色彩で表現でき、見

て楽しむこともできる。

⑦ポーランドの人達も来る学習発表会という場

での発表をめざして、日本とポーランドという

2つの国をかかわらせ九国語学習ができる。

このようなさまざまな可能性が考えられたからで

ある。

②「平家物語」のどこを群読させるか。

国語の教科書の中に2年生の学習の1つとして、

「平家物語」が挙げられている。その部分は、那須

の与一が扇を射当てる前後の場面であり、荒れ狂う

風と波の中で与一の心が表されている非常に緊迫し

ナこ場面である。教科書で学習ずみで、子供九ちに場

面を想像させやすいし、これに冒頭の「祇園精舎」と

ナレーシ,ンを加えて1つの作品にすることにした。

(3)群読「平家物語」への試練

まず困ったのは、人数である。群読となると、あ

る程度の人数が欲しい。また、この場面の雰囲気を

出すには男性の力強い声と女性の柔らかで美しい声

の両方が欲しい。しかし、全校で32名しか生徒はい

ない。その中で、「平家物語」の内容や場面を理解

させ、表現させていくためには、中学生を中心とし

なければならない。(この年、学習発表会時には低

学年10名、中学年5名、高学年9名、中学生8名の

在籍があった。)

そしてこの年、私は中学生の担任であり、喜ぶべ

寺本

きことに8人もの中学生がいた。(この小規模校で

中学生が全校の4分の 1もいることは、驚くべきこ

とである。)そして、中学3年生の男子が3人もい

たのである。これなら、迫力を出せる。「高学年と

中学生で群読しょう。」と、私の心は決まった。

次に困ったのは、音楽である。どぅしても、シ"

パンは使いたかっナこ。数人のピアニストの引くシ"

パンの中から私が感じる「平家物語」と重なったの

は、ポーランドに住んでいる日本のピアニスト小林

倫子さんの弾く、『ノクターン嬰ハ短調(遺作)』だっ

た。これは、冒頭の「祇園精舎」の群読と重ねて1

つの作品にすることにした。

「平家物語」の全編を貫く「人間のはかなさ、人

生の無常観」を表現した冒頭の雰囲気を、この『ノ

クターン嬰ハ短調(遺作)』なら壊さずに伝えるこ

とができると考えたのである。

ナレーシ"ンの部分は、静かな曲である『パッヘ

ルベルのカノン』をBGMとしてつかうことにしナこ。

さて、問題の『扇の的』の部分だが、シ"パンで

はどぅしてもイメージが重なり合わない。ドボルザー

クもだめ、チャイコフスキーもだめー・。あれもだめ、

これもだめと日は過ぎていくは'かりだった。そんな

ある日、偶然に手に取ったべートーベンの曲を聴い

ナこ。「これだ!」。やっと私のイメージする『平家物

語』と重なり合う、迫力と悲しさを持った曲とめく

り会うことができた。

トーベン『レオノ私を興奮させたその曲は、 ノ＼^

レ序曲2番』であった。

④群読「平家物語」への準備
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解説 ワルシ十ワ日本人学校

1.プログラムナンパー 2.劇「童話の国は大さわぎ!」

この良1は、オリジナルの脚本です。今回の錘台が初演になります。

天使の卵ピティーが、神の国の童話の本を落としてしまウたぱか
りに、「シンデレラ」と「釡のガチョウ」が、混ざってしまっナこり逆
さになってしまったり。もう一人のい九ず好きの天使の卵パティー

と力を合わせて、童話の国へお話をもどしにいきます。

さて二人は、お話をもとにもどせるでしょうか。

2.プログラムナンパー 3.群読「平家物語」

「平家物語」は、日本の代表的な古典のひとつです。

栄華と権力を極めながら、たちまち没落し、海に消えてしまった

平家一門の約20年にわ九る栄枯盛衰の物語です。
この冒頭には前編を貫く「人問のはかなさ、人生の無常観」が語

られています。「平家物語」は、盲目の琵琶法師によって、もの悲し
い琵琶の音色にのせて語られました。

Sn

今日、私たちは、クラ,シ,クの曲にのせて、私九ちの「平家物
語」をお聞かせしたいと思います。

3.プログラムナンバー 6.群読「お祭り」

日本のお祭りの様子を、日本人学校全員が表現します。

そのりズム・迫力を十分鑑賞してください。

4.プログラムナンバー 8.慶1「名探偵は二人ほっち」

けちで自分勝手な押井電気会社社長の名画

が盗まれます。絵か返して欲しけれぱ、3000

万円出せと犯人から連絡があります。事件の

解決を頼まれたのは、迷?探偵の小田と中田。

事件の裏には複雑な家庭事情が一杯。

さて、結末は、どうなりますことやら。
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学
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に
よ
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群
読
を
聞
い
て
頂
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ま
す
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こ
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「
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」
は
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本
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的
な
古
典
の
中
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と
つ
で
す
。

ー
、
栄
華
と
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を
極
め
な
が
ら
、
九
ち
ま
ち
没
落
し
、
海
に
消
え
て
し
ま
っ
た
平
家
一
門
の
約
二
十
年
に
わ
た
る
栄

枯
盛
衰
を
か
た
っ
た
物
雫
す
。

2
、

こ
の
冒
頭
で
は
、
全
編
を
貫
く
「
人
問
の
は
か
な
さ
、
人
生
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無
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、
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、
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え
ま
し
た
。

2
、

ぎ
お
ん
し
ょ
う
じ
中
か
ね

こ
え

三
年
祗
園
精
舎
の
鐘
の
声

全
員
祗
園
精
舎
の
鐘
の
声

三
年
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り

三
年
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り

し
ゃ
,
わ
モ
、
つ
じ
゛

い
ろ

才
"
▲

三
年
沙
羅
双
樹
の
花
の
色

全
員
沙
羅
双
樹
の
花
の
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群
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す
の
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語
」
の
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扇
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部
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で
す
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内
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し
ま
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、
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」
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。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
与
一
は
、
見
事
に
的
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て
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え
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。
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老
武
士
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の
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に
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が
り
、
風
流
に
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、
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武
士
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射
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殺
す
の
で
し
た
。
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上
の
部
分
を
、
向
か
っ
て
右
側
が
平
家
、
左
側
が
源
氏
に
な
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ま
し
て
、
群
読
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た
し

ま
す
0「
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家
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語
」
は
、
盲
目
の
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琶
法
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に
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て
、
も
の
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い
琵
琶
の
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に
の
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寺本

「平家物語」群読用台本

学

醗゛御M

⑤群読「平家物語」の生徒感想

3年原大喜(ポーランド在住3年目)

今年の学習発表会は、去年と違って自分たちで工

夫したり考え九りしたものがとても多かった。「平家

物語」は、みんなの声を合わせていくのが難しかっ

九。(中略)僕は、「平家物語」で、那須の与一役だっ

九。大きな声を出すのは簡単だったけど、やっぱり

難しかった。いい経験になっ九。

゛

158

、
学゛

那須の与一役のソロの部分

3年佐々木渉(ポーランド在住2年目)

今年の学習発表会は2回目だったけど、初めての

経験がいくつかあった。 1つは、クラシ・,クによる

「平家物語」である。日本の古典をクラシ・"クでやる

という一見変わっ九ものだが、内容と曲がなかなか

マッチした良いものだと馬、つナこ。

イ

2

嘗靴瓢
,、織、^'

途

豁

偽、

W

男子による平家方の群読

3年平山喬(ポーランド在住3年目)

今年は、新しい試みとして群読をし、見事成功し

ました。新しいことなので、当然ゼロから始めなけ

ればなりません。だから、この群読を受け持った寺

本先生はさまざまなところで苦労し九と思います。

しかし、成功させ九喜びは、僕たちょりもずっと大

きかっ九と思います。

2年樋口美樹(ポーランド在住1年目)

私は「平家物語2」『扇の的』は、やっていてもす

ばらしいと感じました。最初は「えー、また、古典?

ま九?1年生の時もやったじゃない!読みにくい言

葉ばっかりだしー・いやだなあー・。」と思っていました。

しかし、練習も良くマッチし九音楽に合わせると、

ない時よりもぐっと盛り上がりが出て、与一が老武
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士を射て殺してしまう時の盛り上がりは最高だと思

いました。

ベートーベンの「レオノーレ序曲第2番」は「私た

ちが群読するので、この内容に合うものを作って下さ

い。」とオーダーしナこみナこいでし九。聴いてい九人も、

きっといろんな場面力想像できて、長い間、聞いてい

ても(難しいのに)飽きないものだったと思います。

ワルシ市ワ日本人学校での国語実践

、

①「ポーランド語での朗読」への挑戦

ポーランドに私は住んでいる。その国に感謝の気

持ちを込め、そして、生徒1人1人の心の中にポー

ランドの『言葉の記念碑』を 1つは作っていくこと

が、国語科教師としての仕事であると私は考えてい

る。

そして、発表会の会場に来た皆さんと児童・生徒、

教員が1つになってポーランド語で朗々と詩を朗読

『冬の桜』表紙

バ越則鱈m包彬つ耐d邸万剣少四りiy如0庵飲ql

中学女子によるナレーション

聞いていナこ人(家族)にインタビュー。

「「平家物語」の群読どうだった?」

「うん、とってもよかった。小学生や中学生の時に

覚えたことは、大人になっても忘れないから、ぜひ

みんなが覚えるといいよ。音楽も良かっ九ね。迫力

があっ九わね。」

といってくれました。聞いていた人の印象も良かっ

たのだと思、います。

この機会に、古典が身近なものになり、そして、

興味あるものになったと思います。もっとたくさん

の古典を知って、親しみを持つことができたらいい

なあと思いました。

(ちなみに私は「扇の的」を全部覚えることができ

ました。大人になっても忘れないと思います。)

1年矢沢典子(ポーランド在住3年目)

「平家物語」は暗記がありませんでした。しかし、

その分みんなと息を合わせるのが難しかったです。

本番は、何といってもこれにあった音響が全体を助

けてくれたんだと思います。

全体的に今年の学習発表会は、私の経験した中で

は1番中身が濃かったと思、います。

'制'畠

縮0

芸

できないものだろうか

と考えた。

こう考え九のは、ワ

ルシャワ大学日本学科

で見た1冊の本との出

会いからであった。そ

れは、日本の詩をポー

ランド語に訳し、ポー

ランドの詩人がりズム

をつけた『冬の桜』と

いう本であった。

郭武五漁t'6乞k加避さ点葬1三
、蚕恩@司i"ー"・゛ゞ〆'.泌ど',

幾塗欝硯1
池田,
四紺
1魯Fj三み寺1
武券璽

Ⅷ1゛コY'ンノ、、"JJ

原民喜

コレガ人間ナノデス

コレガ人問ナノデス

原子爆弾二依ル変化ヲゴラン下サイ

肉体ガ恐ロシク膨脹シ

男モ女モスベテーツノ型ニカエル

オオソノ真黒焦ゲノ滅茶苦茶ノ

煽レタ顔ノムクンダ唇カラ洩レテ来ル声ハ
r助ケテ下サイ」

トカ細イ静カナ言葉

コレガコレガ人問ナノデス

人間ノ顔ナノデス

4)新たな「朗読・群読」にむかって

(1)新たな目標

「平家物語」の群読を自信にして、翌年、93年度

の学習発表会では新九な群読に挑んだ。この学習発

表会は私にとってポーランドでの最後の発表会であ

る。

この年、私には2つの大きな目標があっ九。

Han Ta加而

T0 加j゛勿t lud1記

『冬の桜』本文

②「平和を訴えよう」修学旅行での体験を重ねて

(戦争の傷跡を残す2つの国がひとつになって)

世界に出て異文化の中で暮らしている子供たち。

日本という視点ばかりではなく、地球的な目を持ち、

これからの世界をよりょく作っていってほしいと私

は願う。

3年生の教科書にある「ヒロシマ神話」の叫び・

悲しみ・恐怖。アンネ・フランクもいたポーランド

の強制収容所オシュフェンチェム(アウシュビッツ)

の叫び・悲しみ・恐怖・狂気。共に戦争の深い傷跡

を持つポーランドと日本、 2つの国がひとつになっ

て、平和を訴えていくことはできないか。

小さいけれども、その第1歩をワルシャワ日本人

学校の中学生が作っていこうと呼びかけ九。

この前の年、私が中学部の担任だった時、修学旅

行で北ポーランドに行った。その時、訪ねたべステ

ルプラッテ(ドイッ軍の侵攻によって第2次大戦が

●y 号、Y

To mき」1 切'ι Iudziel!

Popa仇de, P1倣t, m 2 1'ch mbib bomh1即鄭Wa
SUおZ'葡C mbmni址e dah

Nie odr6誠Sz md吻Zny 0ι 10bie智!

0! h spucmiwch 悦lt 何価鵬10明皿如no,
ト乾IS1始如可

i」1力η此jslt ω印Pa!女' N11η, dob"1Sit g!岱,
SbbiU山ヒ dchuttikie 山Wa

,,

"pom爾e, P1瑛武
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寺本

始まった場所)の印象とことばも生徒の心に強く刻

まれていた。

中学1年

ヴェステルプラッテの記念碑は遠く

さいようだけど近くに行く

ととても大きく堂々として

いた。僕もこの記念碑のよ

うに堂々と生きていきたい

なと思った。それにしても、

ドイツの攻撃にたった182

名で、よく1週間も耐える

ことができたなと心を打た

れた。

坂元孝太郎

から見ると小

学

曝

中学3年原大喜

ヴェステルプラッテで、ナこった182人のポーランド

軍がドイツの大軍と戦い、よく 1週間守り続けたと

思、う。全滅してまで国を守ろうとした人達は本当に

すごい。近くに、「戦争はもうしない」(NIGDY WI

ECEJ WOJNY)と書いてある文字の横の丘の上に

高い記念碑が建っていた。

越゛,等脚

逸゛◆

(感想)音楽と群読が非常にあっていて驚い九燃え

た。初めての出会いがあった。

、漣

叫叫1モ1畢^

亀

脚

ヴ.ステルプラッテの記念碑

4

き祉

長

、郁途謡釜獅窓途紗鳥、亀河趣途瀞●、
、三.、、礎,、

卿写・、

、三iき弓
^

竪

tマ難刈

(NIGDY WIECEJ VVOJNY)

ことなどを忘れさせないで、自然と残されているの

がポーランドらしいと思います。バルト海の海水も

さわってどんどんポーランドになじむことができた

ように思います。

鵬区組涯モ当遭

◎今年

1.平和を訴えたい。

2.ポーランド語の解説をつける。

.オシュフェンチェム・ー・・ー・・人間の叫び・悲しみ

・恐怖・狂気。

人問の叫び・悲しみイタ ネ ク.マ ソ

・恐怖・狂気。

・自己の殻を破る

「平家物語」群読

新しい自分との出会い

^

"

》、,叫堂^亀逼班'狩;隠避'鴛冬亀゛上、トン、1凱琴ト"

谷金警亀4避趣鼻ゞヨ赫上晦御'越ゞ、'、1.知),

●ミ"'驫郵、載>御、御',赴凱●、加<

海外に住む中学生として、平和への叫びをことは

を越えて伝える

今なら、そして、この体験を持つ生徒なら、一緒

に実践していくことができるに違いないと考えた。

②中学生(坂元孝太良ゆの学習記録から

島

介↓

残している国、ポーランド修学旅行での体験

介↓

・唯一の被爆国、日本一ーーヒロシマ、ナガサキ

人間の叫び,よしみ・恐怖・狂気。

劇鳧

昼

゛註

゛t ('NI'、、
、ム1'゛゛ノ

「国語学習と学習発表会」

◎準備一総練習一

一本番一復習

◎昨年

「平家物語」群読

『知らないポーランドを見つけた』 1年矢澤典子

まず、 1日目。出発して4時間、マルボルクに着

きました。

ワルシャワのスターレミアストと同じで、第2時

世界大戦で破壊されたのをポーランドの人達が復元

し九もので、さすがに驚かされました。

ヴェステルプラッテの記念碑と、「戦争はもうしな

い」(NIGDY WIECEJ WOJNY)の文字は、 (ー(ー

で守っ九182名のポーランド兵士や第2次世界大戦の

ヴェステルプラッテの戦車で

4b 牲排則暗ぜ

侶)群読・朗読への準備と台本

BGMにはポーランドの現代作曲家であるグレッ

キ氏の戦争の悲しみを表現した「シンフォニー」を

使い、「ヒロシマ神話」を群読することにした。

事郷肯轟轟禦
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ポーランド紹介3

マイダネック収容所

「こんなにやせて、ころされちゃったんだ。」

分かっているのかいないのか、こんな言葉を4歳の

娘がつぶやきました。それほど強烈な印象をこのマイ

ダネック収容所は持っています。

アウシュビツは皆さんもご存じでしょう。(これはド

イツ語読みであって、ポーランド語ではオシュフェン

チェムといいます。)しかし、これと並ぶ収容所がルブ

リンという町にあります。ワルシャワから、ビスワ河

を越えて南東へ約160キロ。広々とした士地の中に不気

味に昔の姿を浮かぱせているのが、このマイダネック

収容所です。

収容所の手前には、大きな石碑が建てられており、

その石碑から収容所までは1直線に見える『死の黒い

道』が続いています。

そこには、大きな記念碑が建てられ、大きな屋根の

下に、人間を焼いたその灰が、うづ高く積まれていま

す。(もちろん、その灰の中には小さな骨がいくっも見

えています。)そこに、されげなく置かれた小さなろう

そくとかれんな花が、余計に痛々しさを感じさせます。

ワルシャワ日本人学校での国語実践

部屋です。つまり、ガス調節室とでも言ったら良いで

しょうか。小さなのぞき窓から、ガスで死んでいく人々

の様子を見ながら、ガスを調節してい九のかと思うと、

人間の残酷さは一体どこに限りがあるのだろうかと、

そこ知れない恐怖感を抱かせます。

別棟にある展示室には、ここで使われ九ガス缶が山

のように積まれていました。一体1缶でどれくらいの

人間を殺したことでしょうか。

は、焼却炉。

これ 1つで、 1

日100体の人間を

処理でき九のだそ

うです。つまり、

10炉ありますから、

1日1000体処理し

九のです。何だか、

いまでも死体のこ

'獅
郵^

戚豊'契紗劃三峡饗声

収容所 ガス缶

次の部屋には、果てしなく積まれ、並べられ九靴・

靴・靴。大人の靴にはさほど心を動かされなかったの

ですが、次の部屋も、また靴・靴・靴。ところが、こ

れがすべて子供の靴なのです。そのかわいらしいはず

の靴が、なぜこんなにも悲惨な感じを心に持たせるの

でしょう力、靴から、当時の子供たちの叫びが聞こえ

てきそうです。

メガネ、歯ブラシ、くし、髪の毛、すべてのもの、

そして、命まで奪ったのです。

焼却炉
げる匂いがしそう

で、ゾーツと寒けがしてきます。次のシャワ一室。シャ

ワ一室とは名ばかりで、ただ天井に水の吹き出し口が

無数に付けられているだけです。たぶん、強い圧力で、

冷たい水がここから吹き出し、たくさんの詰め込まれ

た人々の体をぬらしたに違いありません。芋洗いです。

きれいな体にして、その次はあるのはガス室です。

身につけているものはすべてはぎ取っ九上に、このガ

ス室で殺し、焼却します。その上、次の部屋には手洗

い場のようなものがあります。つまり、ここで、処理

した死体の灰の中から金歯や銀歯などを捜したわけで

す。取れるものは、すべて取るのです。

^

亀畷ヂ痛

1紗、

^

兇、、

P

にっこので S 口、わ、の 1にったの

^

日本では、広島に原爆資料館はありますが、戦争の

傷跡はできるだけ消す方向で復興が行われてきたよう

な気がします。

しかし、ここポーランドがすごいなあと思うのは、

そういう傷跡を国内に残すことによって平和を誓っ九

ことです。

マイダネック内部には、悲しさ、怒り、狂気・ーが満

ちあ'、れています。本当は、50万人もの人を殺し九こ

んな施設など、きれいさっぱり取り払って、この恐ろ

しい記憶は消してしまいたかったのではないでしょう

カ、

靴・靴・靴

'"和
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寺本

1939

孝太郎

孝星

孝星美

中学部群読「ヒロシマ神話』

ナレーション

「ニグディ

「ニグディ

「ニグディ

孝太郎

^,'●量

星太郎

「戦争は2度と繰り返さない。」というこの言葉が

刻まれたヴェステルプラッテに立っナこ時、戦争の愚か

さ、平和の尊さをかんじずにはいられませんでした。

1939年9月、ドイッ軍の攻撃により、第2次世界

大戦が始まりました。

この戦争で世界中の人々が傷つきました。

ポーランドも、もちろん日本も。

今日は、原爆によって大きな悲しみと苦しみを背

負った、日本のヒロシマの叫びを聞いてください。

私たちは、この詩に出会った時、そして、声に出

して読んだ時、この詩の込められた深い悲しみやや

り場のない怒りを感じました。

私たちのこの気持ちを、会場の皆さんに伝えよう

と、この詩の群読に挑戦しました。

今流れているのは、ポーランドの大作曲家『グレ

ツキ』さんの『シンフ寸二ーナンバー 3』、戦争の

悲しみを歌った曲です。

では、もう1度、今度は中学部を中心とし九群読

をお聞き下さい。
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孝太郎
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④実践後の(坂元孝太郎の)学習記録から

◎「ヒロシマ神話」の感想から

・聴講生ブランカ・ー「自分もやりたかった。曲が詩

とあっていて、恐ろしさや悲しみが出てい九。」

NIGDY VVIEDEJ VVOJNY

k t 6 r eStoW3 tete

U、wladomiイy n am rzc-

be pokoju
1939 roku ataR niemieckich wojsk、ue wr2esT】iu

rozpocZ弓イ drU宮a wojn9 Swi丑toW弓.、vojnc. klor丑
Pozost3Wiよ且 P1早tno w serC3Ch i umyslach wlelu

Iudzi na Cヨイym Swiecie. W Polscemilionow

」3PODii1 ^

PT051my poSえUchec teraz Le8end3 0WlersZ3

" kt6ty jest krzykieln b61U IⅡITosziml C l e r -

Pie口ia of bombγ 3tomowej Z 訂iroszimy. Jcstar

to krzyk ludzi. kt6「乞y OkrutnymUmar11 W

Cienle lch bolesnych sylwe t e k 03急C l e r p l c n l u

S弓 W kamienlu. C乞y kto、 kiedysWypa乞且Wsze O n e

Pozwoli im w$zystkim ode」ミι、u prawdziW弓
i spokoj S m lPa
StaTali Odd丑CnasZ司 recyτヨC」弓5 my

- uczucia. kt6fe 2 r o d Z 1 1yrozpaC之. 宮nlew

Si9 W n3Szych serC皐Ch.kiedy Dler、、,S2y ra2 Czy-
t急11Smy te口 Wiersz. Naszoj interptetac】i toW3-

Tzyszy己 bedzie utwor p015kiego kompozyt01ヨ・
ⅡenTyka Goreckie三0

ボーランド語によるナレーション

.観客ポーランド・ー「みんなが 1 つになっていた。

準備も良くできていたし、広島を知っていた。」

・保護者一・「悲しみは伝わってきたが、内容が難し

かった。自分が、戦争で亡くなっ九人の気持ちに

少しなれたような気がする。」

・自分・・・「初めてこの詩を読んだ時でさえ心に迫る

ものがあった。それを、たくさんの人々とB GM

の力を借りてやったので、日本語の詩だけどポ

ランドの人にも何かを訴えられたように思う。」

◎「朗読・群読」をした後の疲れ

もっと真剣にやれば、 1回にすべての力を出し

つくすことができたかもしれないが間にナレーシ"

ンがあり、 2回目は 1回目にできなかった気持ち

を込めて読めた。

「ヒロシマ神話」の群読
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⑤小学生の感想から

6年村尾有香

私たちは今年、ポーランド語の朗読に挑戦してみ

た。高学年・中学部でポーランド語をしゃべれる人

は4人ぐらいしかいないけれど、みんな本番まで発

学習発表会朗読原稿1

『雲」

ワルシャワ日本人学校での国語実践

おうい雲よ(おうい雲よ)

ゆうゆうと

(高学年・中学生)

ばかにのんきそうじゃないか

どこまでゆくんだ

(どこまでゆくんだ')

音などの練習をして、何とかきちんとした朗読を作

り上げることができ九。いよいよ本番になり、ドキ

ドキしながら錘台に上った。何と言っても「秋の夜

の会話」では、 1人ずつ言うからドキドキするのは

当たり前かもしれない。

やまむら

山村暮鳥

ずっと磐城平の方までゆくんか

ぽち.う

()は朗読用につけ加え九部分

Hej,
ヘイ、

Wy, chmury!
ヴィフムリイ!

高学年朗読『秋の夜の会話』

Yamamura Bocho

『chmury』
ワムーリイ

Gdy plyniecie tak bez po'piechu
グディプウィニチェタクベスボシュピ17

macie wy号1弓d
マチェヴィグロンド

Calkowicie zoboj9tnialych na wszystko.
ソプウコビイーチェゾボウェンッウニフウィフナ フシスツコ

2mowa zab w jesienna
モーヴフジ+ソプヴィイェシェイノ

さむいね

ああさむいね

虫がないてるね

ああ虫がないてるね

もうすぐ士の中だね

士の中はいやだね

痩せたね

君もずいぶん痩せたね

どこがこんなに切ないんだろうね

部分を協力
tym m1且乳U 2ep

恵梨沙

He], wy, chmury!
ヘイ

Dok弓d plyniecie?
ドコンド

ウ

Czy plyniecie do dalekiej rowniny lwakidaira?
チイプウィニチェドダレケイルヴニーニイイワキダイラ?

フムリイ

草野心平

プウィニチェ?

健次郎

クレオ

Dok司d pbniecie?

隆

隆

女子

男子

女子

男子

恵梨沙

優介

有香

浩雄

弥生

腹だろうかね

腹とったら死ぬだろうね

ドコント プ

KUSANO SHIMP圃

死にたくはないね

さむいね

ああ虫がないてるね

さむいね

ああ虫がないてるね

Zimno dzis, CO?
ジムノ ツ'ソソ

tak! zimno!,

ジムノオータク

Czy wkaja owady?
チツィカヨンオヴフディ

, tak! owady cykaja!
オータクオヴフディツィカヨン

Juz wkrotce skryjemy sle
ユーシニフクルトゥツェスクリイエミシェン

Chce lni sie w norzeIe

フツエミシェンヴノジェ

Schudlas, wieS2?
スフドゥアシヴィエシ

y tez bard20 schudlas.
パルゾスフドゥアシテシ

Gdzles mnie tak sclska,ta
グジェシ シチスカタムニェ

jakby ze strapienia wiesz?
ヤクビゼストラピエニ十ヴィエシ

Moze to w zoladku!
モジェトヴジョウオンデウク

Kiedy zoladku sie skurczy,
キェディジョウ寸ンデ、クシェンスクルチ

O chyba sie umiera, prawda?
ヒパシェンウミェラ プラウダト

Alez kto by tam chcial umierac・ー
アレシクトビタムフチ十ウウミェラチ

Zimno dzls, brrr!
ジムノ プルルソソ

Aha! A owady cykaja・ー
アハアオヴフディツィカヨン

プルル

ーチェ

健次郎

クレオ

W ziemi, prawda?
ヴジェミ プラウダ

Przesyplac zlmy!
プシェイビ十ツチジミ
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6年沢井恵梨沙

学習発表会では、ポーランド語と日本語で「秋の

夜の会話」と「雲」を5・6年が中心に朗読し九。

「秋の夜の会話」は、 2人ずつ出てくる時、みんなぴっ

たり出てかっこ良かった。

「雲」は明るい詩で、みんなの声が揃ってすごく

良くできたなと思、う。「おーい雲よ」という時、本当

に遠くに呼びかけている気がし九。みんな大きな声

でやって、すごくいい詩になっ九と思う。

寺本 学
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ボーランドの迷信

1.食べるときに歌を歌うとばかな人と結婚する。

2.他人のウエディングドレスを着ると、結婚でき

なくなる。

3.結婚のときに雨が降ると、幸せになれる。

4.妊娠中の女性のいったことをかなえてあげない

と悪いことが起きる。

5.妊娠中に醜いものや醜い人を見てはいけない。

見ると生まれてくる子供がそうなる。

6.妊娠中に火事を見たら、自分の体に触れてはな

らない。触れるとおなかの子供は、その場所にあ

ざができる。

フ.妊娠中の女性が鍵穴から覗くと、生まれてきた

子がロンパリになる。

8.赤毛の男も女も信用できない。

9.クリスマスイブの時、婚約者どうしが 2 人だけ

で話しをしたら、少なくとも 1年は浮気をしない。

10.結婚の時のべールの下にお金を置いておくと金

持ちになれる。

Ⅱ.結婚の後、初夜に先に寝た人は先に死ぬ。

12.赤ちゃんはどこから生まれ九か。キャベツ畑、

こうのとりが運んでくる。

13.つばめが巣を作るとその家は幸せになる。

14.つばめが低く飛ぶと雨になる。

15.かっこうの鳴き声は(クックー)若い力・,プル

がそれを聞くと、鳴き声の数だけ子供ができる。

16.夜、暗い部屋の鏡を見ると鬼が映っている。

17.五月の雨に当九ると子供は大きくなる。

18.塩を落としたり、こぼしたりするとけんかにな

る。

19.間違って死んだといううわさがあると長生きす

る。

20.机の上に帽子を置くと、借りた金も返せないほ

ど貧乏になる。

21.鏡が割れると 7年間悪いことが続く。

22.小さな子供と一緒に鏡に近づくと後で子供はと

もり始める。

22.小さな子にお父さんがプレゼントとしてガラカ

ラをあげると、大人になって母親にお父さんの秘

密を話す。

23.蜜蜂を攻撃してはいけない。

24.月曜日に旅立ってはいけない。

25.6月23日までは、川や湖で泳いではいけない。

(昼が一番長い日、クパワの祭りー・太陽の祭り)

26.幸せの花、 5 つの花びらのライラック、 4 葉の

クロ^ノゞ^

ポーランド語での朗読「秋の夜の会話」

6年高橋浩雄

今回の朗読は、ポーランド語に挑戦した。「雲(フ

ムーリ)」では、会場の人達にもやってもらって楽し

かった。「秋の夜の会話」では、音楽と詩がとても良

くあっていたと周、う。ポーランド語をやるのは大変

だと思、うけれど、来年、再来年と引き継がれてもい

いと思う。「ヒロシマ神話」は、とても力強く、戦争

の悲しさを良く出せてい九と思う。個人的にはこれ

が1番好きだ。

凱 、

5)終わりに

「平家物語」、「ヒロシマ神話」「秋の夜の会話」

「雲」の4つの詩の群読にワルシャワ日本人学校の

国語科として挑戦してき九が、発表すべき場で、 1

人1人の子供たちが、快い緊張感を味わいながら、

前向きにいきいきと活動してくれた。

学習発表会が終わっても、子供たちは「秋の夜の

会話」の中で自分が分担し九部分ははっきりと覚え

ているし、中には、詩を丸ごとポーランド語で覚え

ている 5年生もいて、嬉しい限りであった。

「雲」は、もちろん私も今でも暗唱できる。声に

出す度に子供九ちと一緒に群読した時のことが思い

浮かんで来るし、それぞれの子供たちの顔までも浮

かんでくる。

この活動によって、子供たち1人1人の心の奥底

にポーランド語の「言葉の記念碑」が残ってくれた

のではないかと考えている。
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4.ポーランド語に親しむために(実践活動4)

ポルスクがるた作成についてー

1)はじめに

ポーランドは歴史の中で3回も自国を地図の上か

ら失っている。しかし、現在ここにポーランドとい

う国があるのは、かのキュリー夫人の幼い頃のエピ

ソードにあるように、ポーランド人たちが他国語を

どんなに強御はれてもポーランド語を愛し、ポーラ

ンド語を捨てなかったからであると私は思う。

ことばにはそれほど強い力があり、文化がある。

ポーランドに住む、未来を担う日本の子供たち。

その教育を任された我々派遣教員がすべきことは、

第1に、児童・生徒に学力をつけることであり、第

2 に、現地語に親しませることによって、他の士地

ではなく、ポーランドで生き九という実感を持九せ

ることであると私は考えた。

せっかく異文化の中で生活しながら、違う国や違

う考えを素直に違うものとして受け入れようとはせ

ず、日本を懐かしむは'かりの生徒を育てるのではな

く、ポーランドを知ろう、受け入れようとする心を

持つ生徒を育てることが、より日本を知ることにつ

ながり、児童・生徒を大きく育てていくことだと考

え九のである。

1

ワルシャワ日本人学校での国語実践

さを感じないからである。

92年9月から、私の子供はポーランドの幼稚園に

受け入れてもらって通園していた。元幼稚園教諭の

妻に言わせれば、日本の幼稚園よりもずっと面倒見

が良いという。また、言葉も通じない外国人を受け

入れるにはいろいろな障害があるはずなのだが、そ

れを知りながら入園させてくれたポーランドの国の

人に大きな感謝の気持ちを感じずにはいられない。

もちろん私の子供が入園した九めに、入園できなかっ

たポーランドの子供がいるはずなのだから。

2)生活の変化と願い

海外で暮らす日本人の心の中には、なぜか英語至

上主義が根づいており、ポーランド語を勉強しても

後で何の役にも立九ないのだから覚える必要がない

という考え方をする人がある。後進国の言語になれ

ばなるほどその考え方は強くなっていくようにも思

われる。

数年前まで、 1つの品物を手に入れるのにもかな

り不自由だったポーランドで生活していくために、

母親たちはポーランド語を話す必要に迫られ、こと

ばの好き嫌いにかかわらずポーランド語を覚えざる

をえなかった。ところが自由経済への変革の中で、

急激な速度で西側商品が入り出し、自分の手に取っ

て品物を選べる店があちこちに現れてきた。買い物

でも現地の人と会話する必要が薄れ、バーコードで

すべてが処理される「無言化社会」が広がり始めて

きた。そのため、日本人の母親たちからもポーラン

ド語を覚えようという気持ちが薄れてきているので

ある。まして、子供たちは言うまでもない。

そういう私も毎日学校と家との往復で、ポーラン

ド語を話す場は自然に任せていればほとんどないま

まで終わってしまう。日本人学校に来ている九いて

いの子供は私と似九ような環境の中にある。ポーラ

ンドに住んでいながら、日本語だけで生活に不自由

趣
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ポーランドの幼稚園で

家で娘の口から、アネータ、トーシャ、パベウ、

コングラート、ピヨトルなど友達の名前が出てくる

につけ、この国の言葉をひとつでも多く知り九い、

ま九、遊びと結びつけた形で日本人学校の児童・生

徒に自然にポーランド語を学習させ九いと私の気持

ちは固まっていった。

誇声

3)ワルシャワ日本人学校の親と子供たちの実態

任)日本人の生活と言語環境(前掲)

・子供たちの生活の中にポーランド社会との'、れ

あいが極端に少ないこと。

・派遣教員の現地社会への適応の仕方。

・ポーランド語を話す必要性。

・ポーランドへの偏見。

(便利さになれた日本人、ポーランドの印象、ポー

ランドをまるごと受け入れることの難しさ)

②日本以上に日本にこだわる日本人

私がこのワルシャワ日本人学校に赴任して感じた

ことがある。それは、日本を離れて暮らしているの

に、ま九、逆に言えば、日本を離れて暮らしている

からこそ『日本以上に日本らしくあり九いとにこだ

わる』という奇妙な現象が生ずるのではないかとい

うことである。

このワルシャワでも、日本人は奇妙な、そして、

狭い範囲の中で独特の日本人社会を造りあげている。

その枠をはずれて生活していくことは、物のない数
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年前のポーランドでは、その家族の大げさに言えば

死を意味していたのかもしれない。好むと好まざる

にかかわらず、日本人社会には迎合して生きるしか

なかったのかもしれない。しかし、そこにゆがんだ

日本人社会が生まれ、ポーランド社会になじもうと

せずに暮らしていく日本人の姿が浮かんでくる。

前述したように子供がポーランド社会をむやみに

非難したり、ポーランド社会やポーランド人を見下

げたりするといういびつな考えになるのも、この大

人社会の矛盾があっ九からに違いない。

しかし、そんな時代はもう過去のものとしていか

なければならないし、西側諸国の物品が雪崩のよう

に流入している現在においては、過去の物となった

といっても良いかもしれない。

こんな話を聞いたことがある。「数年前までは、

日本人会のパーティーがある時には、その会場に入

るj順番まで決められていた。つまり、大使館関係者

が1番で、商工会関係者が2番、日本人学校関係者

は 3番目、つまり 1番下にランクされていた。」と

いうのである。

このようなゆがんだ社会の中では、育つはずの子

供もしおれ、異文化の中に積極的に入っていこうと

いう気持ちが生まれるはずもない。

(3)日本人学校の遊び

私は中学校畑出身のこともあり、子供たちと遊ぶ

のが余りうまくない。性格にもよるのかもしれない

が、小学校から赴任してきた先生は本当に子供九ち

と遊ぶのが上手だなあと感心する。校庭の狭い日本

人学校の中で、子供たち(小学校1年生から中学校

3年生まで)はいったいどんな遊びをしているの力、

夏場、冬場に分けて考えてみよう。

・夏場・一鬼ごっこ、ド,ジボール、鉄棒、砂場遊び、

サッカー、季節の木の実採り、りンゴ(ポー

ランドの遊び)

・冬場一・雪合戦、かまくら作り、追いかけっこ、将

棋、五目並べ、読書、ピンポン野球

寺本 学

こんな遊びを小学校1年生から中学校3年生まで

一緒になってやっているのだから可愛いものである。

つっぱりのお兄ちゃんが入学してきたって、 1か月

もすれば、低学年と一緒に鬼ごっこをやっている姿

が良く似合うようになっていることだろう。

しかし、上記の遊びの中で、ここポーランドでの

独特な遊びは 1つしかない。もちろんポーランドの

子供たちが学校でどんな遊びをしているかなんてこ

とは、ほとんどの子が知らないことになる。

「この9学年にまたがる子供たちが一斉に遊ぶこ

とができて、かつポーランドに親しむことのできる

ようなものが何かないだろうか?」と考えたとき、

私の頭の中に浮かんだものが、かるたであった。

④『ワルシャワ日本人学校』とは?

1年目も2学期を過ぎると学校の動きに少し慣れ、

周りが見えてくる。ある時、素朴な疑問が私の中に

起こった。それは、ポーランドという国の中にある

『ワルシャワ日本人学校』は、日本の学校や他の日

本人学校と何が違うのかという疑問である。

なぜならば、海外で暮らし、日本人学校にわが子

を入れる親の多くの願いは、日本に帰った時に日本

の子供以上に学力をつけておいてほしいという気持

ちで日本人学校に子供を入れるからである。そうで

なく、海外で暮らすことがこれから先も考えられる

親は、アメリカンスクールに入れるし、実際、ワル

シャワでも2通りに親の考えが分かれてい九と思、う。

92年にワルシャワ大学に客員教授として 1年問赴

任された塚本先生(本人が日本人、夫はイギリス国

籍のポーランド人)には、小学5年生の一人娘がい

た。この児童、塚本クレオさんは、日本では『外人』

といって随分いじめられ、つらい思、いをし九ようで

ある。そして、ポーランドに来て(本人は日本語・

英語は自由に話せるがポーランド語はほとんど話せ

ないのに)、けなげにも「お父さんの母国の言葉に触

れたい」と約半年間現地校へ通い続けた。しかし、

ここでも言葉の壁は大きく、 93年5月に日本人学校

へ正式入学したような例もある。

^ 迄、

かまくら作り(フkで雪を固めて)

今日、ワルシャワタイムで6年生の塚本クレオさ

んがこんな発表をした。

(塚本クレオさんの入学1年後のスピーチである)

「私は、ワルシャワは嫌いでし九。それは、母が

ワルシャワ大学に赴任するまでお父さんと2人で生

活をしていたことと関係があります。私は半年間言

葉も分からないワルシャワの現地校に通いました。

それは、お父さんの母国である国の言葉を知り九かっ
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たからです。しかし、学校では言葉も分からなくて

困りましたし、買い物も近くのバザール(露店)で

しました。父も言葉をずいぶん忘れていて苦労しま

した。私は、このおかげで、ゆで卵を作るのが大変

上手になりまし九。この頃の私は、ポーランドは汚

くて、不便で、物はないしーーー嫌いでした。しかし

母が赴任して、一緒にもとの生活が始まって、日本

のように「外人、外人」といっていじめない日本人

学校に来て、ポーランドが好きになりました。私は、

人の考え方は、その人の環境によってずいぶん変わ

ワルシャワ日本人学校での国語実践

るのだなあと思いました。」

この発表を聞いて、私は、この子はすごいなあと

感じました。よく日本は豊かだといわれます。その

生活を基準にすれば、ポーランドに来た日本人は、

まず初めになんて不便な国だと感じ、そして、ワル

シャワの街自体が灰色で、汚いとたいていの人が思

うに違いありません。

しかし、その印象を長い間持ちすぎて、結局ポーラ

ンドになじまないで、ポーランドを理解できずに帰国

してしまった日本人が多いのではないかと思います。

える

見本も何にもないので、『基本ポーランド語会話

集』や『ポーランド語辞典』(白水社)、ポーランド

や他の日本人学校の会話集などを参考にしながら言

葉選びを始めた。しかし、いくら生活の中で使う単

語といっても、数詞ばかりとか、色ばかりとか木の

名前ばかりとか、子供たちに興味のない単語では児

童・生徒がますますポーランド語から離れてしまう。

この「かるた」で興味を持って遊んでくれるため

に、すぐ使える日常語を、あいさっ編・質問編.天

気編・曜日編・形容詞編・言語編・誘いの言葉.返

事編というブロックごとにして言葉集めをし九。

そして、下の2つのことに留意して作成していっ

さて、 1年目の私の印象はこのワルシャワ日本人

学校はひょっとしたら学校というより塾に近いので

はないかということであっナこ。形だけ、週1時間ポー

ランド語の時間を組み入れ九ところで、学校として

ポーランドに親しむ努力はしていないと思えるし、

このまま日本に学校を移したとしてもなんら不自然

なところはないと思えたからである。

何とか日本人学校の子供たちの言語環境を変えた

いものだとつくづく考えさせられた。

① 5 ・ 7のりズムで、調子よく声にだし、覚え

やすいように作ろうとしたこと。

②初めに日本語の意味をだすことでポーランド

語をイメージさせ、後でポーランド語を読むよ

4)ポルスクがるた作成のために

以上のようないろいろの要因が混じりあって、私

は私の発想を実現すべく、「かるた」作りに取り組

み始めた。しかし、具体的には次の6点を基準にし

て作成することにした。

いくつか読み札の例を挙げてみる、

①児童・生徒が生活の中で使えそうな単語を捜し

出す。

②文章ではなくて、生活単語で考える。

③読み札には、その単語の意味を簡単に入れる

④取り札にはポーランド語とその日本語読みを入

れる。

⑤小学1年生にも分かるように、その単語を目で

見て理解できるようにする。

⑥覚えやすいようにできるだけ対になる言葉で考

あいさつ編(例)

1.こんにちは

2.さようなら

天気編(例)

1.寒いなあ

2.暑いです

また、かるた自体についても、生徒の頭の中にポー

ランド語を思い浮かばせるにはどぅしたら良いのか

を、何度も自分でかる九の札を想像しながら考えて

みた。

取り札は、子供たち自身が目で見ることになるの

で、ポーランド語が前面に出るように工夫し、読み

札は、音声で子供たちの耳から入るので、初めに日

本語の意味が聞こえ、次にポーランド語が聞こえて

くるように作っていくことにした。

つまり、ポーランド語を知っている子供が早くか

るたを取れるように考えたのである。

また、中学生にも興味がわくように言葉の遊びも

取り入れようと試みた。そして、自分たちでかるた

に色をつけさせ、そのかるたは自分たちの学年で大

事に使おうという意識を持九せた。

以上のような形で試行錯誤しながら完成した「ポ

ルスクがる九」が次にあげるものである。ポーラン

ド語への翻訳は、ヴェロニカ・りフォフスカ先生、

絵の制作は増岡亜紀先生によるものである。

いつも元気に

明日もまたね ヴィゼニ

今日はとってもジムノです。

夏はやっぱりゴロンツォね。
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な
く
あ
り
ま
す
の
で
、
名
詞
以
外
の
も
の
を
中
心
に
し
て
、
生
活
の
中
で
使
う
言
葉
を
拾
う

て
み

ま
し
た
0
 
ま
九
、
曜
日
編
な
ど
は
、
だ
じ
ゃ
れ
を
つ
か
っ
て
一
言
葉
遊
び
を
取
り
入
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
0

ご
家
族
で
も
遊
び
な
が
ら
試
し
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

旧
ポ
ル
ス
ク
が
る
た

、

あ
い
さ
つ
編

1ー
、

こ
ん
に
ち
は
い
つ
も
元
気
に
ジ
エ
ン
ド
ブ
リ

、L

2
、
こ
ん
ば
ん
は
出
会
っ
た
人
に
ド
ブ
リ
ヴ
ィ
エ
チ
ユ
ル

3
、
さ
よ
う
な
ら
明
日
も
ま
た
ね
ド
ヴ
ィ
ゼ
ニ
ア

4
、
お
や
す
み
と
よ
い
こ
は
い
つ
も
ド
ブ
ラ
ノ
ッ
ツ

5
、
ご
め
ん
な
さ
い
足
を
踏
ん
だ
ら
プ
シ
ェ
プ
ラ
シ
ャ
ム

6
、
バ
イ
バ
イ
と
気
軽
に
一
言
お
う
は
い
チ
ェ
シ
チ

フ
、
あ
り
が
と
ぅ
気
持
ち
を
込
め
て
ジ
エ
ン
ク
エ
ン

8
、
い
た
だ
き
ま
す
大
き
な
声
で
ス
マ
チ
ネ
ー
ゴ

9
、
お
願
い
を
す
る
時
一
言
お
う
ポ
プ
ロ
シ
エ
ン

2
、
質
問
編

W
、

な
ん
で
す
か
人
に
聞
く
と
き
ス
ー
ハ
ム
と

ー
、

こ
れ
は
何
分
か
ら
な
い
時
ツ
ォ
ト
イ
エ
ス
ト

1松
、
い
く
つ
で
す
年
を
聞
く
に
は
イ
レ
マ
シ
ラ
ッ
ト

3
、
天
気
編

玲
、
寒
い
な
あ
今
日
は
と
っ
て
も
ジ
ム
ノ
で
す

N
、
暑
い
で
す
夏
は
や
っ
ぱ
り
ゴ
ロ
ン
ツ
ォ
ね

巧
、
雪
が
降
る
雪
合
戦
だ
。
ハ
ダ
シ
ニ
エ
、
ク

玲
、
雨
が
降
る
か
な
べ
ン
ジ
エ
デ
シ
チ

4
、
曜
日
編

Ⅱ
、
月
曜
日
学
校
行
こ
う
ポ
ニ
ジ
ャ
ウ
エ
ク

玲
、
火
曜
日
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
フ
ト
レ
ク

、L

扮
、
水
曜
日
綱
引
き
頑
張
れ
赤
シ
ロ
ダ

卯
、
木
曜
日
少
し
疲
れ
て
チ
ヴ
ァ
ル
テ
ク

金
曜
日
ジ
ャ
ン
プ
を
し
よ
う
ピ
,
ン
テ
ク

ー
、

22
、

士
曜
日
は
遊
ぼ
う
遊
ぼ
う
あ
ソ
ポ
タ

23
、

日
曜
日
ハ
X
さ
ん
疲
れ
て
ニ
ェ
ジ
エ
ラ

昨
日
は
ね
お
な
か
痛
く
て
フ
チ
,
ラ
イ

4
、

今
日
は
。
ハ
ー
テ
ー
す
る
よ
か
ん
ジ
シ
ア
イ

5
、

2鉛
、
明
日
ま
た
大
き
な
声
で
ユ
ー
ト
ロ

5
、
形
容
詞
編

舒
、
古
い
町
と
て
も
き
れ
い
な
ス
タ
ー
リ
ミ
ア
ス
ト

チ
チ

エ
チ

ホ
ジ
チ

8
、
捜
し
て
下
さ
い
0
 
プ
ロ
シ
エ
ン
シ
ユ
カ
チ

器
、
新
し
い
こ
と
を
知
ろ
う
よ
背
ノ
ー
ヴ
ィ
し
て

鈴
、
楽
し
い
の
に
ど
ぅ
し
て
な
く
の
べ
ソ
ウ
ィ
し
て

即
、
痛
い
と
き
す
ぐ
に
か
こ
う
よ
ボ
リ
ボ
リ
と

ー
、

明
る
い
子
あ
い
つ
は
お
も
し
ろ
い
ヤ
ス
ニ

32
、

暗
い
部
屋
み
ん
な
と
っ
て
も
ね
む
チ
エ
ム
ニ

33
、

赤
い
色
止
ま
り
な
さ
い
と
チ
エ
ル
ヴ
ォ
ニ

34
、
し
ょ
う
が
な
い
み
ん
な
で
こ
こ
で
お
シ
ユ
コ
ー
ダ

6
、
一
言
葉
編

託
、
日
本
語
は
、
と
て
も
楽
し
い
ヤ
ポ
ニ
ス
キ

部
、
英
語
で
ね
、
書
か
れ
九
本
を
ア
ン
ゲ
ル
ス
キ

フ
、
誘
い
の
言
葉

遊
ぽ
う
よ
、
風
船
壊
れ
て
バ
フ
ム
シ
エ
ン

、、

お
い
で
ょ
ね
ホ
ッ
チ
へ
行
っ
て
は
だ
め
で
す
よ

8
、
返
事
編

9
、

お
い
し
い
な
本
当
に
こ
れ
は
ス
マ
チ
ニ

3如
、
「
は
い
。
」
気
持
ち
よ
い
返
事
を
し
よ
う
タ
ク

U
、
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は
何
に
も
ニ
エ
マ
で
す
。

「
い
い
え
0
」
返
事
は
き
う
ぱ
り
二
工
と
い
う
0

C
、9

、
名
詞
編

嶋
、

家
ま
で
ね
送
っ
て
く
れ
て
ド
ド
ム
あ
り
が
と
ぅ

U
、
小
学
校
シ
ユ
コ
ー
ワ
勉
強
す
る
と
こ
よ

妬
、
道
路
に
ね
ド
ゥ
ロ
ガ
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
る
よ

ー
で
示
し
た
文
型
に
2
の
動
詞
を
そ
の
ま
ま
組
み
合
わ
せ
て
い
く
と
す
べ
て
文
章
と
な
り
ま
す
0
 
ま
九
、
動
詞

は
覚
え
や
す
い
よ
う
に
で
き
る
か
ぎ
り
反
対
語
と
組
に
な
る
よ
う
に
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。

、

短
文
編

1

新
ボ
ル
ス
ク
が
る
た

9
、
飲
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
0
 
ニ
エ
ボ
ル
ノ
ピ
チ

W
、
歩
き
た
い
の
な
ら
こ
・
つ
一
言
お
う
0

フ
ツ
エ
ン

一

一

*

、

帰

心
'

斐

メ

モ
ジ
ナ

エ
ン
、
ウ
ィ
エ
ジ

理
解
し
て
、
分
か
う
て
下
さ
い
0
 
プ
ロ
シ
エ
ン
ロ
ズ
ミ
エ
チ

ー
、

1

二
曽

イ

2
、
見
て
い
い
で
す
か
。
チ

3
、
^
は
^
り
九
い
。
フ
ツ

書
い
て
下
さ
い
0
 
プ
ロ
シ
エ
ン
ピ
サ
チ

入
る
と
き
ノ
ッ
ク
忘
れ
ず
べ
イ
シ
チ

2
、

3

出
る
の
に
は
出
口
を
通
う
て
ヴ
ィ
シ
チ

認
、

N
、

開
け
る
と
き
ド
ア
を
ぱ
た
ん
と
オ
ト
ゥ
フ
ィ
エ
ラ
チ

閉
め
る
と
き
し
ず
か
に
そ
っ
と
ザ
ミ
カ
チ

鉐
、

鉛
、

よ
く
一
天
う
楽
し
い
と
き
は
シ
ミ
十
チ
シ
エ
ン

泣
く
と
き
は
涙
ポ
ロ
ポ
ロ
プ
ワ
カ
チ

即
、

諦
、

行
く
と
き
は
み
ん
な
並
ん
で
さ
あ
イ
シ
チ

帰
る
な
ら
あ
と
か
九
づ
け
し
て
ブ
ラ
ツ
ァ
チ

諦
、

一
貝
う
と
き
は
ゆ
っ
く
り
考
え
ク
ポ
バ
チ

如
、

ー
、

売
る
の
な
ら
バ
ザ
ー
ル
出
そ
う
ス
プ
シ
ェ
ダ
バ
チ

4

喜
ぶ
と
き
は
み
ん
な
一
緒
に
チ
エ
シ
エ
チ
シ
ェ
ン

甥
、

心
、

悲
し
む
と
き
は
彼
氏
の
胸
で
チ
ェ
ル
ピ
エ
チ

壊
す
な
ら
派
手
に
壊
そ
う
ニ
シ
ユ
チ
チ

4
、

妬
、

直
す
の
は
大
家
に
頼
も
う
ポ
プ
ラ
ビ
ア
チ

妬
、

出
発
す
る
楽
し
い
旅
だ
ヴ
ィ
イ
ェ
、
ジ
ジ
十
チ

岬
、

到
着
す
る
無
事
に
つ
い
た
よ
プ
シ
イ
エ
ジ
ジ
十
チ

質
問
を
す
る
な
ら
は
っ
き
り
ピ
イ
タ
チ

娼
、

四
、

答
え
る
よ
き
ち
ん
と
正
し
く
オ
ド
ポ
ヴ
ィ
ア
ダ
チ

教
え
る
よ
一
度
で
覚
え
て
ウ
チ
チ

0
、

ー
、

習
う
の
は
と
て
も
楽
し
い
ウ
チ
チ
シ
エ
ン

52
、

覚
え
る
と
自
係
わ
く
よ
ザ
。
ハ
ミ
エ
ン
タ
チ

5認
、
忘
れ
る
よ
紙
に
メ
モ
し
て
ザ
ポ
ミ
ナ
チ

4
、
使
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
ニ
エ
ポ
ル
ノ
ウ
ジ
バ
チ

5
、
手
伝
っ
て
下
さ
い
。
プ
ロ
シ
エ
ン
ポ
マ
ガ
チ

2
、
動
詞
編

始
め
る
よ
準
備
を
し
て
ね
ザ
チ
ナ
チ

2
、

13
、

終
わ
る
と
き
き
ち
ん
と
か
た
づ
け
コ
ン
チ
チ

1H
、
良
く
動
く
体
を
持
と
ぅ
ル
ー
シ
ャ
チ

巧
、
よ
く
止
ま
る
フ
ィ
ア
ッ
ト
や
だ
な
ス
タ
バ
チ

那
、
靴
を
履
く
か
か
と
踏
ま
ず
に
フ
ク
ワ
ダ
チ

Ⅱ
、
靴
を
脱
ぐ
ち
ゃ
ん
と
そ
ろ
え
て
ズ
デ
ィ
モ
バ
チ

W
、
電
気
を
つ
け
る
。
ハ
チ
ン
と
明
る
く
、
ザ
。
ハ
ラ
チ

扮
、
電
気
を
消
す
ス
ィ
ッ
チ
押
し
て
ガ
シ
チ
と

加
、
話
す
な
ら
大
き
な
声
で
ム
ー
ビ
チ

ー
、

聞
く
と
き
は
み
ん
な
静
か
に
ス
ー
ハ
チ

2

立
つ
と
き
は
ス
ク
ッ
と
元
気
に
ス
タ
チ

2
、

座
る
の
も
き
れ
い
に
早
く
シ
ャ
ダ
チ

3
、

触
、

勝
つ
こ
と
で
元
気
に
な
れ
る
ヴ
ィ
グ
リ
バ
チ

部
、

ま
た
負
け
る
さ
み
し
い
気
持
ち
プ
シ
エ
グ
リ
バ
チ

会
う
時
は
あ
い
さ
つ
し
よ
う
ス
ポ
テ
ィ
カ
チ
シ
エ
ン

6
、

舒
、

別
れ
る
と
さ
み
し
い
け
れ
ど
ロ
ス
タ
チ
シ
エ
ン

起
き
る
け
ど
ま
だ
眠
た
い
よ
フ
ス
タ
バ
チ

8
、

9
、

も
う
寝
る
ぞ
早
起
き
し
よ
う
イ
シ
チ
ス
。
ハ
チ

0
、

登
る
と
き
汗
を
か
き
か
き
フ
ス
ピ
ナ
チ

飢
、
下
り
る
の
も
気
を
つ
け
な
さ
い
ス
ホ
ジ
チ

6
、
食
べ
て
い
い
で
す
か
0
 
チ
モ
ジ
ナ
ズ
ィ
エ
シ
チ

フ
、
電
話
を
か
け
た
い
。
フ
ツ
エ
ン
ズ
ボ
ニ
チ
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5)新「ポルスクがるた」ヘ

「ポルスクがるた」を日本人学校の子供たちと実

践しながら、手ごたえを感じ、次のかるたづくりへ

の意欲が湧いてきた。今の「ポルスクがるた」では、

言葉の数も約50と限られている。もっと会話も取り

入れ、生活の中ですぐ使え、遊びの要素より発展性

のあるものを作りたいという欲が出てきた。

そこで、次に、実用的な動詞を中心にした「新ポ

ルスクがるた」作りに挑んでいくことにした。

ポーランド語は母音の数7 (うち鼻母音2)に対

して子音36という多さであり、聞き慣れないうちは

寺本

耳障りになることもあるが、その代わりヨーロッパ

の街角で道行く人々の話からポーランド語を聞き分

けることはそう難しくはなさそうである。ポーラン

ド語はまた語形変化の多い屈折言語で、名詞は男、

学

女、中の3性の単数、複数にわ九って7つの格を持

つ。そして格変化にさいしては子音交換がしぱしば

生じる。さらに活動体、不活動体の区別、男性名詞

活動体複数における男性人間形の区別等々。かくし

てポーランド語はスラブは言語だけでなく、ヨーロッ

だから、ポーランド人たちも、われわれが片言で話

しかけるだけで、お世辞半分とはいえ、よくまあ難

しいポーランド語を、と目を細めてくれるのである。

(中略)

ポーランド人たちは歴史的体験でつちかわれた愛

国心が強く、またポーランド語を誇りにしている。

おまけに彼らはスラブ人特有のもてなし好きの点で

はどこにもひけをとらない。(「世界の言語29ポーラ

ンド語世界中の街角で」吉上昭三より)

パの言語の中でも最も難しいものの 1つとされる。

I g 1撒 1^、φ、1
Cebula! bulza _1.baka9rest
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132
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日本人にとっては、ポーランド語は動詞はもちろ

ん名詞までも複雑に変化する、大変難解な言語であ

る。

ボーランド語のアルファベット(ボーランド小学校の教科書より)

'-Ea'
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Alfabet

(伊D 女性名詞「ゆう力U という名前が、ユウカ、

ユウキ、ユウケウン、ユウコンの様に変化し

ていくのである

ーーー'ーーー「二」^^^^^__ 1
,互

ポーランド語への切り口として、まずは動詞を中

心にして、動詞を原形のままで文章にできる4つの

基本文型を盛り込んだことが、今度のかるたの大き

な特色となっている。
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つまり、覚えた動詞をそのままの形で、変化させ

ないでも使える文型を扱ったのである。この4つの

基本文型を覚えれば、あとは動詞を入れ替えするだ

けで、かなり自分の意思を相手に伝えることができ

るようになるはずである。その文型とは、次の4つ

である。

4つの基本文型

①~してください(依頼)

②~してはいけない(禁止)

③~してもいいですか(許可)・・・チ モジナ

寺本

④~したい(欲求)

学

精一杯であっ九。これでは月に 1回「ポルスクがる

た」大会を開いても、生徒九ちをポーランド語に親

しませ、定着させていくことはあまり期待できない。

そこで、このかるたを本格的に力ード化すること

にした。それも、ポーランド国内ですべて印刷しょ

うという初の試みである。完成度もどのくらい期待

できるか分からないので、私個人で作ることにし九。

以上の試みは、国語科教員としてポーランドに派

遣され九私が、何とかポーランドと日本人学校の子

供たちを近づけたいと考え、たくさんの人々の手を

借りてやっと生まれ九ひとつの語学教材作りの実践

例である。

我々派遣教員は、まず、その国を丸ごと受け入れ

る心を持ち九い。そして、たくさんの人々と出会い、

その国を好きになりたい。そうすれば、そこから児

童.生徒に還元できる何かが、きっと生まれてくる

に違いないと、いま感じている。

囲このかる九の印刷が完成したのは、帰国を直前に

した94年になってからであった。従って各教室に

おいていっもかるたが手に取れる環境に子供たち

をすることはこの時点ではできなかったのが残念

である。

新「ポルスクがるた」(読み札の例)

1.書いて下さい。

ーープロシェンピサチ

爆t、

・プロシェン

2.使っちゃいけない。

・ーーニェボルノウジバチ

ニェボルノ

^
、'

・・・・フツエン

3 見ていいですか。

4.私は知りたい。

・・・・..フ'ソエン

、4

チ

ま九、取り札では視覚的な効果を高める九めに、

取り札の下部に日本語を移動させた。

そして、今度は、小さなかるただけではなく、 A

4の大型かるたも同時に作り、全校で一斉に源平合

戦をして楽しむこともできるようにし九。この大型

かるたは、もちろん全校生徒の手で作っ九ものであ

る。

モジナ

t、↓
、JJ '^{

"J 'イ1、JJ●コ、

ソ'ノゞチチ

ヴィエジェチ

M沙
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f

ψ=

諭
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6)まとめ

新・旧「ポルスクがる九」は、日常の学校生活の

中で常に児童・生徒の手の届くところに置き、児童・

生徒がそれで遊びながらポーランド語に親しむこと

ができてこそ価値があるものである。しかし、手作

りのかるたではせいぜい各学年部に1つを作るのが
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ボーランド紹介5'

ポーランドの月の名前

「ポーランドの月の名称はなかなか情緒がありますよ。」

今年の夏休みの後半に、 BROK という田舎町(ここに

ワルシャワ大学の岡崎先生の別荘があり、そこに 1泊

したわけですが)に行き、岡崎先生と静かな森に囲ま

れた小道を散歩しているときに、話を聞かせてもらい

ました。

それをきっかけにして、日本人学校のヴェロニカ先

生に調べてもらい、ポーランド語の授業の中で子供た

ちに教材の1つとして使っていけるものを作ろうとい

うことになりました。

〆

゛

゛JノノJ/JJJJJJJiJiJJJJJiiJiずJJJJJJiiJiJiJiiiノずJずすノJずJJiJJJJ゛JJJJiiJiiJJJJJiiiiJiJJJJJJiiずJJJiiiJJJJJJJJi

ワルシャワ日本人学校での国語実践

STYCZEN スティチェイン ポーランド語で秋を告ける花、それは紫色のかれん 1
TYKA (ティカ)とは、『長いさお.細長い棒』とい な小さな花、ヴジ"ス(wrzos)。ヒース、この花が群 j

1 う意味を持っています。 1月には、ポーランドの農家れて咲くころ秋の風が'、いてきます。

1では、この棒を使って特別な仕事をしていたところか 10月
1ら来たようですO PAZDZIERNIKパジヂェルニク

1 2月 PAZDZIERZ(パジェジ)という『空気中にこの時
I LUTYルティ期漂う白い糸のようなもの』(りンネル.亜麻糸のこと
1 古いポーランド語で、LUTYとは『寒さが厳しい』か?)から来ています。 1
1という意味です。そういえば、2月に日本人学校では 11月 1
jスケート大会をするのですが、私の走旺する直前の1991 USTOPADりストパト 1
1年2月には、マイナス20度になったということでした。ポーランドの郵便箱を見て下さいそこには、 1ist l
1 その後は、マイナス15度くらいですね。と書かれています。1ist(りスト)は△は手紙のデ■味 1
1 3月ですが、元は秋の木の葉からきています。樹木の木の1
I MARZECマジェツ葉が一面に敷かれ、黄金の秋を止げた秋が終わるころ、1
1 ラテン語から来た言葉で、ラテン語では月ごとに神々いよいよ厳しい冬の到来です。ま九、。adac(オパダ 1
1 の名前をっけていました。 3月は、マルスという戦争チ)は『落ちる』という意味。つまり、一面に秋の木 1
1の神様の名前がっけられています。の葉が降ってくる時期ということです。 1
1 4月 12月 1
I KVVIECIENクフィエチェイン GRUDZIENグルジェイン 1
1 これは、ポーランド語の花という言葉、 kwiat (ク gruda (グルダ)『凍士』、日本では考えられないか 1
1 フィアト)から来ています。花屋さんの看板を見て下もしれませんが、一面の土が凍る零下の世界マイナ 1ず゛

1 さい0 この文字がかかれていますよ。つまり、花がース5度から10度が普通で、もちろん寺が降っても手で 1
1 斉に春の喜びを感じて咲き乱れる季節ということです。握ることはできませんパラパラ、サラサラと落ちる 1
1 5月雪。このぐらいのほうが、厳しいけれども、キーンと1
I MAJマイ張りっめた静かな世界を作り出します。 1
1元は、ポーランドのどこでもある普通の草の名前だ 1
1そうです。このすばらしい季節になると、ポーランド 1
1はすべてみずみずしい緑に包まれ、命のすばらしさを 1
1感じます。}、 1
1 6月、-1
j czERVVIECチェルヴィッ゛、 1

I CZERW(チェルヴ)は『みっばちの幼虫』のこと。ー'・ぐ,二 1
16月は、この幼虫がかえる時期なのです。また、みっ'、替ルーーニ無1÷';i三・ニ・' 1
1ばちの幼虫は、赤い色をしているのだそうです。そこ,が又藩郭峡・丁二〆"ー、ン 1、芥一 t§ 1
1から、チェルポーネという赤い色を表す言葉も生まれ、、入河'§・魚、-W. 1"、、驫瓢.1

1てきました0 冬ポーランド犬ぞり 1
'JJJJ/iJJ'JすJJJiJJ/iノノJiiJJ●iiiiすJJJJJノノノi/゛JJJ゛JJ"i.゛iJずJJJJJiJi'ずiJJJJJJ'JiiJJJJJJJJi'iii ゛'JすJJJiJJ/iノノJiiJJ.iiiiすJJJJJノノノi/゛JJJ゛JJ"i●゛iJずJJJJJiJi'ずiJJJJJJ'JiiJJJJJJJJi'iiiiJJJJJJiJJJJJJ'JJJ゛JJJノノJJ ゛

UPIEC

ポーランド語でLIPA

咲く菩提樹(しなの木)

が見られるようになる

れませんね。

月

173

SIERPIEN シェルピエイン

SIERP は『鎌』、日本の鎌と違って、刃がもっと丸

い鎌です。旧ソビエトの国旗を思い浮かべて下さい。
昔は、麦の収穫にもこの鎌を使いました。

9月
VVRZESIEN ヴジェシェイン

月
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おもしろポーランドi。

歯の話1

日本語では、歯は1本でも歯。全部の歯も歯。ポーラ

ンド語は1本の歯はゾンブ、全部の歯はゼンビ。何だ

か日本語っぼいポーランド語ですよね。

歯の話2

日本でも「親知らず」が生えてくるときには随分痛

みますよね。この陳見知らず」のことを、ポーランド

語ではゾンブモンドゥロシチといいます。「知恵の歯」

と訳せるようですが、成長してから生える歯であると

いうことに変わりはないようですね。

゛/JJJJJJ/iノノi1ノノノノノJi/JJi/J/JiJ/J/i゛JJJJJJ/JJ/J/JJ/iJ/JJJ/JJJ/JJJi/J゛'ノ゛ノ

寺本 学

目の話

日本語では、目の名称として、白目・瞳ぐらいはみ

んな知っていますよね。では、瞳の中の外側の部分は

何といいますか。

゛

J

かと不思議でならなかったそうです。

これは、ポーランド語には BABA という言葉があっ

て、辞書によると「軽蔑的に女、老婆」などを意味す

る言葉なのです。自己紹介を、「私は卑しい女です。」

とすれば、周りは当然笑いますよね。

名古屋に帰る

昨年度帰任した増岡先生(女性)の故郷は名古屋で

ドの友人し九。いよいよ帰任が近くなって、 ポーラン

「ナゴヤ」といっ日本のどこに帰るのかと聞か松から、 ))

〆

一

゛

いう意味)といいます。薄いブルーの瞳の多いポーラ

ンドならではの名前のつけ方だなあと感心しまし九。

ロンパリ。余りいい言葉ではありませんが、瞳が少

し外側にずれている人の目のことをこういいますね。

ポーランドでも、発想はまったく同じ。「ひとつの目は

モロ、,コを見て、もう 1つの目は力フカス山脈(黒海

の近く)を見ている。」つて言うんですよ。(イエデノ

ドゥルギナカウカス)オコナ 「マロコ

でとネ裸で、むきだしポーランド語で ー、

う意味の言葉、「JA は私」という意味。 2 つをひとつ

にすると、『私は裸でー・』となってしまうのです。ポー

ランド人もびっくりの話。

リスはキツネ

ノ

i

ノ

髪の毛の話

「赤毛の人は信用できない」という迷信がある。

この迷信にあるように、

この赤毛の色はきつねの毛の色。ここポーランドで

もきっねはやはり人をだますものと考えられているよ

うです。ですから、ポーランド語では(ルディリス)

という言葉は、余り良くない言葉なのです。

また、赤い猿という言葉もあって、(ルダマウパ)

これも人をからかう言葉となります。つまり、猿のよ

うなやっ、意地悪なやつめという感じで。ψ

i

日本の名前

学校に馬場先生が新しく赴任してきました。こちら゛

では、「私が馬場です」という自己紹介をするときに

(イェステムババ)というのですが、ある日ポーラン〆

ドの人にそう自己紹介をしたところ、周りのポーラン

相手はびっ

テンチャ

、

ポーランドには広く緑豊かな公園が九く

す。散歩する人も多く、木の陰からりすが顔をのぞか

せている姿はかわいいものです。

思わず日本人は、「あっ、りス!りス!みてみて」な

どと叫んでしまうのです。ところがこれを聞いたポー

ランドの人は、びっくり顔。なぜかっていうと、ポー

ランド語では、きっねのことを「りス」と言うのです。

だから日本人は、ポーランドでは「りすはきつねと

逆さま。」と覚えます。これを聞いたポーランドのワル

シャワ日本学科の学生さん。日本の人と公園にいっ九

ときに、大きな声で自信を持ってこう説明したのです。

「みなさん、見て下さい。スリですよ!」つてね。

i

J

J

テンチュフカ

i

さんありま 1

1ドの人がクスクス笑っているのでいったいどうしナこの味)つて何べんもいうんだい? 1
.゛JJJJJJJJJ゛JJJiJJJJiJiii/JJJJJJJJJ/JJii/JJJiJJ゛JiiJJJJJJ゛JJJiJJJノノJJiJJiJiJJJJJJJJJすすiJJJJ/JiJJJノずJ'/JJ/JJJJJ子JJii/JJJJJJii/JJJJノノJJJiJ゛i

だいじょうぷ?

日本人どうしの会話の中で、「だいじょうぶ?」つて

言葉は良く使いますよね。日本語を知らないポーラン

ドの人に「ダイジ,ブ」つていったらひょっとして相

手はあなたにキスしてくるかもしれませんよ。

なぜかっていうと、ダイ(~してください)ジ"ブ

(鳥のくちばし)で少し下品かもしれませんが、キスし

てっていう感じが込められてしまうのですから。

ワルシャワ大学日本学科
で日本語を学ぷ学生

家に日本人から電話がかかってくると、「~ですカリ

「~ですか」を良く使います。それをかたわらで聞いて

いた父親、おまえは日本人と電話ではなすとき、どう

して「デスカ、デスカ」(ポーランド語では板という意

ノ
ノ

i
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5.書道による国際交流(実践活動5)

1)はじめに

ポーランドに赴任して、私なりに国際交流しょう

と努めたことは「書道」を通じてであろう。

「国際交流」とは何かと考えた時、私は、第1番

目には、その国を好きになる(まるごと受け入れる)

ことから生まれてくるもの。

第2番目に、自分の利害を離れたところで、その

国の人とともにできることをしていくこと。

のような気がする。

生徒に学校で「国際交流」をさせなけれは'という

けれども、形式だけの交流は何の意味もない。そし

て、自分自身の心の中にその国を軽蔑したり、日本

と比較したりする心があるうちは難しい気がする。

また、自分自身がポーランドの友人を持たないで

は、ポーランドのたくさんの人々との出会いを持九

ないでは、何もできないようにも思う。

私の場合、書道という日本文化を実技として身に

つけていたお陰で、ずいぶんと、ポーランドの人々

と'、れ合う機会が得られ九ように思う。

ワルシャワ日本人学校での国語実践

また、ワルシャワ大学日本学科はヨーロッパでも

有数の日本語教育をしている大学としても名高く、

今まで、その卒業生が、日本人学校の現地採用教員

として学校を支え、商社で通訳として働き、プライ

トの生活でも各家庭の家庭教師兼通訳として日ノ＼^

本人の生活を支えてきている。

つまり、日本人とポーランド人のパイプ役を果た

してきたといえるだろう。

その日本学科と日本人学校は、教材に不自由をし

ていたころからお互いに支えあい手を取り合ってポー

ランド社会の中で生きてきた。また、非常に行動が

限定される日本人学校教師が、現地の人と'、れあい

をもてる大切な場でもあった。だから、十数年、指

導者や校長が変わっても大切な「国際交流」「現地

理解」の場として続けられてきたのであっナこ。

2)日本人学校書道教室

まず、私に与えられたのは、ワルシャワ日本人学

校で取り組んでいる「書道教室」の中心となって、

ポーランドのワルシャワ大学の学生たちに書道を教

える機会であった。

ワルシャワは、 93年でも在留邦人300名ほどしか

いない小さな日本人社会であり、当然現地のポーラ

ンド社会と深くかかわっていく必要があった。学校

発足当初から、日本人学校は様々な方々の手を借り

て発展してきた。

その 1つとしてワルシャワ大学日本学科がある。

ここに勤務されている岡崎先生は、在ポーランド歴

は20年を越し、学校発足当初は学校運営理事の1人

として、日本人学校のあり方を考え協力してき九人

である。

3)書道教室によって生まれてきたもの

この書道教室を進めていくことによって生まれて

きナこものがいくつもある。

①「出会い」 1

まず第1番目に私に与えられ九チャンスは、グジェ

ゴシュ・トジェツキ氏という写真家との出会いであっ

この写真家は、『日

本の墓地』というテー

マで写真を撮り続けて

いる人であった。私が、

書道を教えているとい

うことを大学から聞い

てきたということで、

自分の写真展をする時

に、ぜひ書道、筆で書

いた作品が欲しいとい

う。それも、テーマと

合うのは「小野小町の

都

.

念

展覧会ボスター
和歌」であって、「花

の色は移りにけりないたずらにわがみよに'、るなが

めせしまに」という歌を作品として書いてほしいと

いうことであっ九。

私は、かなよりも漢字の方がまだ好きで、一瞬、

書けないと断ろうと思、つたが、精一杯できる範囲で

努力してみようと引き受けナこ。

このおかげで、展覧会にも招待を受け、日本でも

有名な映画監督アンジェイ・ワイダ氏とも出会うこ

とになろうとは想像もしないことであった。

この展覧会が、グジェゴシュ・トジェツキ氏の写

真展とアンジェイ・ワイダ氏のデ・"サン展であった

ことは後で知ったのであっナこ。

、

岡崎先生の別荘で

弛

途泌
謡
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②「出会い」 2

次に与えられたのは、ポーランドの勘K'1家、レフ・

ジュルコフスキー氏との出会いであった。彼は40才

を少し越えたくらいの人で、近年「禅」の世界に興

味があり、特に自分の作品も墨と筆を使って自然を

テーマにしたものを書こうとしているということで

あっナこ。

そこで、私が中心となって行っている日本人学校

書道教室に参加したいという九っての希望で学校へ

やって来九のである。(勿論、ワルシャワ大学日本

学科からの紹介である。)これが1991年の 7月くら

いであったろうか。彼と、ワルシャワ大学日本学科

のアンナ、マルタの3人がこの後ずっと休まないで

書道教室に通い続け、親しくつき合っていくポーラ

ンドの友人になったのである。

ジュルコフスキー氏は、非常に熱心な人で、私の

うことすることを少しも逃しまいと努力をし、学言

校が夏休みに入って、書道教室を休みにした間も、

自分ひとりで勉強してみるから道具を貸してほしい

というほどであった。

(初期の練習作品)

寺本 学

ジュルコフスキー氏のお宅は、郊外にあって、家

も自分で修理し、増築し九という。以前に描いてい

た油絵の作品を見せてもらっ九り、彫刻を見せても

らったり、時間の許すかぎり、自然や芸術について

話すことになった。

(中期の練習作品)

王、
乙

ク'

.

ズP
、ゞ

ジュルコフスキー氏のお宅にも、 3回(内2 回は

妻や子供も一緒に)おじゃまして、ゆっくり話して

帰るほどになった。もちろん、通訳は日本学科のア

ンナ、マルタであるが・・。我が家にも2回ほど来て

もらって、一緒に食事し楽しいひとときをすごした。

燮

いかに熱心力斗よ、この人の書道教室での作品や展

覧会の作品を見てもらえば分かると思、う。93年に入っ

ても、もちろんジュルコフスキー氏との関係は変わ

らないが、私のもっている能力では荷が重すぎるな

あと感じるようになってきた。それほどこの人の作

品の変化、上達ぶり(筆による作品作り、テーマは

「樹木」である)は、見事なものであった。

(展覧会の作品)(後期の練習作品)
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ジュルコフスキー氏の展覧会にて

捗

郷゜

'昆

,

ワルシャワ日本人学校での国語実践

怨膨

締嘉

③ワルシャワ大学からの贈り物

このジュルコフスキーさんのお陰で、日本人学校

並びに私はワルシャワ大学の学長から、書道によっ

てのポーランドへの貢献ということで感謝状(下記

資料参照)をいただくことになったし、別稿に挙げ

たように、ポーランドの人々の前で、書道デモンス

トレーシ"ンをする機会を与えてもらうことになっ

たのである。

ノυ^J J O

'リ卦御'膨N
が巨謬寄、

瀬r

"

n"KTOR

UNnvE115YTI:ru 、、'A"S2A、、,、HIFCO

畿
ワルシャワ大学からの感謝状

宝瓢

(ワルシ+ワ大学学長)
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ワルシャワ大学の学長から表彰

(御先生)
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P'§" 1、rof050t

Ha"abu TorRmoto

(寺本学様)

作品を紹介する

日本 語訳

ワルシャワ大学に設けられている日本学科.朝鮮学
(東洋学科)に代わり、日本学科の学生たちに貴方

が日本の書道を教えてくださっていることに、ワルシャ
ワ大学の代表として御礼申し上げます。

この書道教室によって、日本学科の学生たちの日本
文化への理解が深まり、日本学科の学生と教授は、貴
方の技術と情熱に感謝しております。

このワルシャワ大学の記念メダルは、貴方に対して、

また、日本人学校に対しての私九ちの感謝の印です。

Z fld】10PS7γm1 ノγCιonl.1'Π1

(学長アンジュイ・カイエタン.プルプレスキ)

Ptof.dr h.b
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17フ

Andrzo] Kalct●n wr6b】eU3kl

メダル

ワルシャワ大学にて記念撮影

④「出会い」 3

次に与えられ九出会いは、日本大使館の高橋さん

の紹介によるものであった。それは、近々開店する

という、ポーランドのアンティークの店の看板を書

いてもらえないかということであった。『雅』(みや

び)という店にするそうで、どぅいう字体が良いの

か分からない私は、いくつか自分で気にいったもの

を書いて渡したのである。

この店のご夫婦とも親しくさせていただくことに

なった。開店の時に、その開店祝いのパーティーに

ご招待いただいたり、時々'、らりと立ち寄ってみた

り、19船年10月には日本文化月間のひとっとして、

展示された『雅』のパーティーに家族でご招待い九
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だくことになったりし九。

この場に参加した日本人は、日本国兵藤大使閣下、

大使館の関係職員、ワルシャワ大学の岡崎先生ご夫

妻、後はポーランドの人々で、私の妻は、この時ワ

ルシャワの市長と握手でき九ことが印象に残っナこよ

うだった。

⑤『雅』の看板を書く。

資料に挙げ九のは、私の書い九『雅』の看板と日

本文化月間でのポスターである。

寺本

裁

、"

学

てきたが、 1年間を通して通ってきたのは4名にす

ぎなかっ九。しかし、 1年を通して通ってきた学生

は、やはりそれなりに書道に興味を持ち上達していっ

たと思う。

2年目も延べ5名から6名ぐらいの学生が通って

き九が、その中で今も続いているのは1名のみであ

る。

『剛で膨処知3¥'t、〆晦刊難欝轟ミ'
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渉鴛1参^j隷;ぢ^点

、距趣髄際

日本人学校での書道教室練習作品

3年目になって、日本への留学から帰ってきたア

ンナ、マルタを力Ⅱえ、ジュルコフスキーさん、ヴィ

テ、,ク、オラ、などの不動のメンバー、それに新し

く習いたいという男2人、女3人から5人を加え、

多い時にはⅡ名を越すメンバーで書道教室が行われ

ている。

⑦ポーランドの人の力

学校での授業の中で教えるのと違っていることが

たくさんあるように感じる。

第1に、この教室に通ってくるメンバーが自主的

に来ていることである。

ある程度日本に興味を持ち、書の世界にも興味を

持っている九めに、非常に話を理解し、努力しょう

という気持ちにあ'、れているのである。

第2 に、メンバーが皆大人であるということ。
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『雅』の看板の前にて

ワルシャワにこのポスターカ唄占られてから、ずい

ぶん盗られてなくなったらしい。書いた本人として

は嬉しい限りなのだが、作った方としてはどぅなの
ら
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僻

だろう力、

それにしても、

ポーランドという

遠い国のノ ビー

シュビアット(新

世界通り)という

繁華街の一負に私

の書い九『雅』と

いう看板が飾られ

ているのは、いい

ものである。

この先何年この

街を飾ってくれる

かは知らないけれ

ども、私がこのワ
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日本人学校での書道教室練習風景

ルシャワという街
日本文化月間でのポスター

で暮らした 1つの

足跡として、永く残ってくれることをひそかに願っ

てしまう。

⑥「出会い」 4

毎年のように九くさんのワルシャワ大学の学生と

の「出会い」がある。 1年目、 1991年も、多い時に

はのべ8名から10名ほどの学生ナこちが書道教室に通っ
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普通なら、先生と生徒という関係のみで終わって

しまうのだが、おたがいに1人の人間と1人の人間

としてつき合うことができるということである。

第3に、非常に理解力に優れていることが挙げら

れる。

ワルシャワ大学といえば、日本で言えば東京大学と

いえるだろうし、その中でも日本学科は名門中の名FI

約70年の歴史を持ち、東欧ばかりでなくヨーロッパの

中でも優れた日本語教育で名高いところである。その

学生であるから、当然といえば当然である。

第4 に、優れた通訳(ヴェロニカ先生)に恵まれ

九ことである。

ある程度までは、片言の適当なポーランド語でこ

まかしがきくけれども、理論と実践と両方がかみ合

わなくては上達しない領域が出てくる。その時に微

妙なところまで伝えてくれる通訳がいるかいないか

は大問題となってくる。

そして、ヨーロッパといえば合理主義的な考え方

が多いように考えられるが、このヴェロニカ先生は

自分の勤務時間を過ぎても嫌な顔ひとつしないでつ

き合ってくれ九のだから本当に心、から感謝している。

第5 に、利害関係がないということである。

私は、これだけがお世話になっているポーランド

にお返しできることかもしれないと、純粋に書道を

愛する人が1人でも増えるように、接してきたつも

りである。

ワルシャワ日本人学校での国語実践

ろえていっ九。

2か月以上前に依頼はあったのだが、その時には、

「ジュルコフスキー氏の展覧会がメインであって、

その中で簡単に実技紹介をするのだなあ」と気軽に

考えていたのだった。ところが、いよいよ時期が近

づいてき九10月初めの日本人学校での書道教室のと

きに、ジュル氏がパンフレットの原稿を持ってやっ

てきた。そこには、何と私の紹介が大きく載ってい

るではない力、
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自宅での練習風景

また、通ってくる人達も、書道が少しできるよう

になったからといってそれで得をするわけでもない。

純粋に自分自身の成長を目指して、みんながやって

来ているのである。
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4)書道実技紹介

博物館(Etnograficzne)での書道実技紹介
船.10.23

5時から始まる今日の書道デモンストレーション

のために、会場である博物館に1時間前に道具をそ
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国立民族博物館
国立民族博物館は、会議室に、日本人学校の先生

寺本学の書道デモンストレーシ,ンに招待します。 1

0月23日午後5時から。書道デモンストレーシ"ンと

同時に、日本の美術と書道に魅了された画家ジュル

コフスキーの作品展覧会も行います。作品は20日か

ら30日まで、ここで見ることができます。

ジュルコフスキー

19朋年から東洋文化(特に禅の芸術)に興味を持

ち始め、1991年から寺本学より書道を習い始める。

彼の作品は、国立博物館、アジア太平洋博物館、ア

ントニージ"ンサ記念財団に納められている。

寺本
゛24

子・

1955年、日本に生まれる。書道は、書宗院にて研

究した。1991年に妻と 2才の子供をつれてポーラン

ドに来た。日本人学校で、大使館の子供やワルシャ

ワ大学の日本学科の学生を指導している。1992年秋、

ワルシャワ大学の学長より、書道を教えたこと、文

化のかけ橋の努力の九め感謝状を受ける。
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これは大変なことになったと、私は会場の下見に

連れていってもらうことにした。

そこで、このイベントの企画者と出会って、 23日

のデモンストレーションは私の書道デモンストレー

シ"ンがメインであるということ、この会場を精一

杯使って書いてほしいということを聞かされ、こと

の大きさに改めて驚き慌ててしまったのだった。

会場責任者からは、「できるだけ日本的な雰囲気

の中で書いてほしいので、着物を着て書くことはで

きませんか。」とか「奥様が生け花ができれば、そ

れで会場を飾って欲しいのですが。」とか依頼され

だが(日本人であれば簡単にできるだろうという誤

解があって)、娘に着物を着せてくることと、何点

か私が書道作品を書いてくることで了解してもらっ

ナこ。

また、 1時間ぐらいの話と実演を期待していると

のことで、プロでもない私が日本を代表して、この

ような大それたことをすることになってしまったこ

とを後悔したが、もう後には引けないところにきて

いた。

そこで、ポーランドの、今まで書道を見たことも

触れたこともない人達に、書道への入口を紹介し、

少しでも日本を知ってもらえるきっかけとなればい

いのではないかと考えることにした。

時間が近づくにつれ、ほぼ満席の状態となってき

九。150人入る会場はいっぱいになっている。日本

人は、ワルシャワ大学の岡崎先生夫妻のみで、通訳

を頼んだ、日本人学校の同僚ヴェロニカ先生も緊張

している。

まず、博物館のディレクトルからの挨拶と紹介が

あり、ジュル氏のひと言、そして、いよいよ私の番

になった。

寺本 学

2.書道の特色

D 道具

・まず、第1番目には筆を使います。これは多くは

羊の毛やいたちの毛で作られています。

いろいろな大きさがあり(筆を手に取って)

これは、中筆。これは、小筆。

これは、大筆と呼びます。

・第2番目に、墨を使います。

この墨というのは、松ノ木などを燃やし、その

すすを集めて固め九ものです。

・第3番目に、硯を使います。

硯は、墨を水ですって、液体化していく九めの

道具です。

書道紹介準備原稿 1993年10月23日

1.書道とは

日本には『道(どう)』と呼ばれるものがたくさ

んあります。

先日、世界柔道大会で、ポーランドのクバッキ

さんが優勝した『柔道』もそうですし、そのほか

に、合気道・剣道などは、皆さんも御存じでしょ

つ0

それぞれの『道』は極めるのが非常に難しくそ

れぞれにプロフェッシ,ナルが存在します。

私はプロフェッシ"ナルではありませんが、書

道を愛するものの1人として、みなさんに書道を

紹介いたします。

(書道の大きな特色を2つに分けて今日は紹介

します。)
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2)表現上

第1番目にあげられるのは

'

,、＼

筆を手に取って道具の説明

ここで、持ってき九墨を硯に移し実際に墨をする

ところを見てもらっナこ。ポーランドの人達は、特に

興味深くこの様子を見ていた。固体が液体化してい

く様子が珍しかったのかもしれない。
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・第4番目に、紙が必要です。

墨をたくさん吸うもの、吸わないものさまざま

あって、必要に応じて使い分けます。

ここで、ポーランドの「KAM I」という店で売っ

ているドイツから取り寄せたネ畔氏を何枚か見ている

人達に渡して、さわってもらった。そのさわっ九感

じの違いが書く上にも微妙な影響を与えるのだとい

うことを説明した。

そして、予定を変更して、「ここですこし書いて

みましょう」と、「風」の文字を書いた。 2 通り、

柔らかい風と厳しく強い風を説明しながら書いて、

その後で、こう続けた。
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形の美しさでしょう。

第2番目には、弱いとか強いという線自体の美し

さ。

第3番目は、流動美とでも言える。作者の心から

出たりズムが、音楽性を持って見えること。

第4番目に、特殊なことですが、余白の美しさを

作り出すこと。

第五番目に、墨色の美しさ。

色彩を排除して、白と黒の2色の世界を作り出す

ことから。

ワルシャワ日本人学校での国語実践

ここで、持参した作品を見せながら、表現上の違

いを簡単に説明し九。同じ文字を書いても、作者の

リズムー心の持ち様一の違いによっていくつもの作

品が生まれること。また、古い伝統を持つもので、

文字自体もずいぶん変化してきていることを象形文

字の「山」と「女」という文字の変化で示した。

何とか説明も、実技も終わって、「最後にもう 1

度どの文字を書きましょう力、」といった時に、会

場から『美』の字をもう1度書いてほしいとみんな

が声をそろえて言ってくれた。

また、「筆を持って書いてみ九い人はどぅぞ出て

来て書いてください。」といったとたん、たくさん

の人(会場に来ていた大部分の人)が押しかけ、コ

レイカ(行列)ができてしまうほどであった。もち

ろん子供連れも多かったので小さい子供達も筆を使っ

て書いて帰ってくれ九。

3.実用性と芸術性。

日本では、義務教育の中で、小学校3年生から

中学校3年生まで週1時間ぐらい、筆を使って文

字を書いていくことを教えています。この場合は、

芸術性は求めず、実生活の中での目的に絞って教

えます。

九とえば、文字ですから、正確に相手に伝える

ために整った形を作る練習。文字を作る動きの練

習をするわけです。

もうひとつは、先程話したように美しさを求め

ていく芸術的な部分。両面を持っているのです。

書きながら、会場の人々が一生懸命に私の実技を

見ようとしている視線を強く感じたし、テレエクス

プレスというテレビ局の番組に放送するということ

でテレビカメラはあるし、段々会場が熱気を帯びて

きた。
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筆を持って書くポーランドの人逹

もっと驚いたのは、ぜひこの作品を買い九いとあ

わせて5人の人から言われ、返答に困ったことだ。

その中に、ワルシャワ美術大学の主任教授がいたこ

と。書道に興味を持ってもらえればと、小さな作品

を何枚か書いて、数人にプレゼントした。

盛況のうちに終わることができ九のが、うれしかっ

た。

家族でホテル「ソビエスキー」の力フェーでエス

プレッソを飲みながら、こんなに後味のいい思いを

させてくれたポーランドの人々、特にジュル氏に感

謝し、充実した 1日を終えた。

その後ジュル氏は用事があってポーランド文部省

に行った時に、私の書道デモンストレーシ"ンを

「150人集まった会場は、大変盛況であった。みんな

が書道というものに興味を持ってくれて、どこへ行

けぱ習うことができるのかとずいぶん聞かれ九。

この日所用で来ることができなかった友人が非常

に残念がっていたこと。実技ばかりでなく、歴史や

理論も入って大変おもしろい講義を受けていたよう

だ。」という、感想を述べてくれたようだ。

この話を聞い九11月2日。ジュル氏が23日のデモ

ンストレーシ"ンの写真を持ってきてくれました。

これも彼が友達の写真家に頼んで特別に撮ってくれ

たものである。
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Ⅲ.おわりに

D 帰国を前にして

帰国まで後1週間となった日。ビッグニュースが

飛び込んできた。何と、この私にポーランド国民教

育省から勲章が贈られるというのである。もちろん、

日本人では初めてのことであるという。

以前に「文化のかけ橋」として努力したというこ

とでワルシャワ大学学長から直々に表彰してい九だ

いただけでも身に余る光栄であっ九のに、信じられ

ないニュースであっナこ。

今回の受勲については、ワルシャワ大学の岡崎先

生ご夫妻と書道を通しての友人ジュルコフスキー氏

がなみなみならぬ働きかけをしてくださり、私の業

績が'、さわしいと認められてのことであるという。

寺本 学

私がポーランドに赴任して、日本人学校の教師で

あるとともに 1人の人間としてポーランドの人達と

接してきた証であるように思え、心から感激し、私

を支えてくれた様々な人(もちろん、日本の人たち

にもポーランドの人たちにも)に感謝の気持ちでいっ

ぱいであった。

日本大使館からも高橋氏に列席していただいナこ。
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寺本学 1955.6.23生
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2) 3年間のポーランド生活から

今まで述べてきた実践は今後改善の余地が多々あ

るものかもしれない。

しかし、私には現地の人々との様々な出会いがあっ

ナこ。その出会いが、ポーランドへの偏見を打ち消し、

ポーランドに興味を持ち、好きになり、「ポーラン

ド語でのスピーチ」や「ワルシャワタイム」、「ポー

ランド語での朗読・群読」や「ポルスクがるナこ」の

実践となり、児童・生徒へと影響を与えることがで

きたのではないかと考えている。

赴任するまでは、未知で遥かに遠い国だったポー

ラン

今は、私の中で近くに息づいて、日本に帰国して

からの実践を支えてくれている。

(てらもとまなぶ・国語科/前ワルシャワ日本

人学校教諭)メダルおもて
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